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の
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マ
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員
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第
三
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憲
法
六
一
条
の
一
に
関
し
て
議
会
で
争
わ
れ
た
問
題

　
　

一　

事
後
審
査
制
導
入
の
問
題

　
　

二　

憲
法
院
裁
判
官
の
任
命
方
法
の
問
題

　
　

三　

審
査
対
象
お
よ
び
手
続
に
関
わ
る
問
題

む　

す　

び

は　

じ　

め　

に

　

日
本
で
は
、
昨
年
（
二
〇
〇
九
年
）
の
第
四
五
回
衆
議
院
総
選
挙
で
民
主
党
が
圧
勝
し
、
与
野
党
逆
転
は
歴
史
的
と
の
見
出
し
が
新
聞
の

紙
面
を
飾
り
、
そ
の
後
の
政
権
運
営
が
注
目
さ
れ
た
が（

1
）、

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
の
大
統
領
選
に
よ
り
、
就
任
し
た
サ
ル
コ
ジ

（N
. Sarkozy

）
大
統
領
が
、
第
五
共
和
制
初
の
大
幅
な
憲
法
改
正
を
導
い
た（

2
）。

こ
の
憲
法
改
正
は
、「
第
五
共
和
制
の
諸
制
度
の
現
代
化
」

を
目
的
と
し
て
、
①
執
行
権
の
統
制
、
②
議
会
の
強
化
、
③
市
民
の
新
た
な
諸
権
利
の
拡
大
を
図
り
、
統
治
機
構
の
大
改
革
を
実
現
さ
せ
た

の
で
あ
る
。

　

こ
の
二
〇
〇
八
年
七
月
の
憲
法
改
正
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
法
律
の
事
後

0

0

審
査
制
（
憲
法
六
一
条
の
一
）
の
創
設
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
市
民
の
新
た
な
諸
権
利
の
一
つ
と
し
て
、
大
統
領
の
審
査
後
（
事
後

0

0

）、
つ
ま
り
既
に
発
効
し
て
い
る
法
律
の
合

憲
性
の
問
題
に
つ
い
て
市
民
の
提
訴
権
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
違
憲
審
査
制
の
歴
史
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
も
の

と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、従
来
、憲
法
院
が
通
常
法
律
（loi ordinaire

）
の
違
憲
審
査（

3
）を

行
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、大
統
領
の
審
署
前
（
事0

　
（
七
三
六
）
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前0

）
に
限
ら
れ
、
さ
ら
に
政
治
家
が
提
訴
し
た
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り（

4
）、

フ
ラ
ン
ス
は
こ
れ
ま
で
貫
い
て
き
た
こ
の
独
自
の
制

度
を
放
棄
し
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
七
八
九
年
の
革
命
以
来
、
長
ら
く
司
法
に
対
す
る
不
信
が
続
い
た
が
、
一
九
五
八
年
憲
法
に
よ
り
史
上
初
め
て
、
法

律
の
違
憲
審
査
権
を
も
つ
憲
法
院
が
創
設
さ
れ
、
そ
の
後
、
憲
法
院
は
人
権
保
障
機
関
と
し
て
確
立
し
て
き
た（

5
）。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら

に
飛
躍
し
て
、
憲
法
改
正
を
招
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
憲
法
院
に
法
律
の
事
後
審
査
機
能
ま
で
も
備
え
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

既
に
、
市
民
の
提
訴
権
に
つ
い
て
、
一
九
九
〇
年
と
一
九
九
三
年
に
憲
法
改
正
に
よ
る
導
入
が
提
案
さ
れ
、
廃
案
と
な
っ
て
い
る（

6
）。

そ
の
よ

う
な
中
、
今
回
再
び
、
事
後
審
査
制
が
提
案
さ
れ
た
理
由
は
な
ぜ
か
。
従
来
の
憲
法
院
に
よ
る
事
前
審
査
に
は
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
と
捉
え

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
憲
法
改
正
の
議
会
審
議
で
は
、
事
後
審
査
制
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
議
論
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
解
明
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
、
二
〇
〇
八
年
七
月
の
憲
法
改
正
の
中
で
も
、
憲
法
六
一

条
の
一
に
お
け
る
法
律
の
事
後
審
査
制
に
着
目
し
、
憲
法
改
正
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
委
員
会
に
よ
る
報
告
、
お
よ
び
そ
の

後
の
議
会
審
議
を
中
心
に
見
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
同
条
の
制
定
に
至
る
ま
で
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
憲
法
院
の
人
権
保
障
機

能
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
一
章　

バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
委
員
会
に
お
け
る
憲
法
院
改
革
案

　

一
九
五
八
年
憲
法
制
定
か
ら
約
五
〇
年
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
統
治
機
構
の
改
革
が
公
約
の
争
点
と
な
っ
て
い
た（

7
）。

　

選
挙
か
ら
二
ヶ
月
を
経
た
七
月
一
八
日
、
元
首
相
の
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
（E

. B
alladur

）
を
委
員
長
と
す
る
「
第
五
共
和
制
の
諸
制
度
の
現

代
化
を
は
か
り
均
衡
を
回
復
す
る
こ
と
に
つ
い
て
熟
考
し
提
案
す
る
た
め
の
委
員
会
（C

om
ité de réflexion et de proposition sur la 

　
（
七
三
七
）
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odernisation et le rééquilibrage des institutions de la V

e R
épublique

）」（D
. 2007

―1108

）
が
設
置
さ
れ
た
。
第
五
共
和
制
の

統
治
制
度
改
革
は
、
選
挙
で
初
当
選
し
た
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
の
選
挙
公
約
で
あ
り
、
同
委
員
会
の
設
置
は
、
そ
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
も
の
で
あ
る（

8
）。

　

本
章
で
は
、
憲
法
院
の
事
後
審
査
制
導
入
に
関
し
て
、
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
委
員
会
が
ど
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
た
か
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
同
委
員
会
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
一
節　

バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
委
員
会
の
設
置
目
的

　

憲
法
改
正
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
、
エ
ピ
ナ
ル
（E

pinal

）
で
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
演
説
を
行
っ
た（

9
）。

　

ま
ず
大
統
領
は
、
統
治
制
度
改
革
に
猶
予
は
な
く
、
そ
の
変
化
を
国
民
の
誰
も
が
願
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
次
に
、
統
治
制
度
の

現
代
化
は
、
広
い
視
点
で
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
大
統
領
選
挙
に
よ
る
多
数
派
、
政
治
家
や
学
者
と
い
っ
た
一
部
の
考
え
に
牽
引
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
国
民
一
人
一
人
が
当
事
者
で
あ
る
と
感
じ
、
そ
の
意
見
を
表
明
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
大
統
領

の
役
割
と
し
て
、
一
つ
の
政
党
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
党
派
、
思
想
会
派
を
超
え
て
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
た
め
に
、
意
見
を
取

り
ま
と
め
る
必
要
性
を
挙
げ
て
い
る
。
最
後
に
大
統
領
は
、
こ
の
改
革
が
二
一
世
紀
の
民
主
主
義
の
要
求
に
応
え
る
た
め
で
あ
る
こ
と
を
宣

言
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
個
別
の
問
題
、
特
に
市
民
の
提
訴
権
に
つ
い
て
、
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
次
の
点
を
問
題
視
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
市
民
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
権
裁
判
所
へ
個
別
提
訴
で
き
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
裁
判
所
に
対
し
て
は
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の

裁
判
所
に
対
し
て
、
法
律
の
合
憲
性
に
つ
い
て
異
議
を
唱
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

大
統
領
は
、
も
し
こ
の
権
利
が
市
民
に
開
か
れ
た
な
ら
、
そ
れ
は
市
民
の
自
由
の
進
歩
と
な
る
と
指
摘
し
つ
つ
も
、
憲
法
院
が
最
高
裁
判

　
（
七
三
八
）
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所
（C

our Suprêm
e

）
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
り
、
積
極
的
に
判
断
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

　

サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
、
演
説
で
述
べ
た
考
え
を
委
員
会
の
構
成
員
の
選
定
に
反
映
さ
せ
た（

10
）。

後
に
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た

マ
テ
ィ
ウ
は
そ
の
構
成
に
つ
い
て
、
様
々
な
視
野
を
持
っ
た
個
性
が
集
ま
っ
て
い
た
と
伝
え
て
い
る（

11
）。

従
来
の
法
律
の
合
憲
性
審
査
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
大
統
領
は
、
ア
メ
リ
カ
の
司
法
審
査
制
と
は
異
な
る
制
度
に
よ
っ
て
、
憲
法
院
改
革
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
節　

憲
法
院
の
事
後
審
査
に
関
す
る
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
委
員
会
報
告

　

バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
委
員
会
は
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
三
〇
日
に
報
告
書
を
提
出
し
た（

12
）。

そ
の
報
告
書
の
中
で
、
委
員
会
は
、
一
九
五
八
年
憲

法
以
降
、
数
多
く
の
憲
法
改
正
が
行
わ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず（

13
）、

第
五
共
和
制
の
統
治
制
度
は
民
主
主
義
の
真
の
要
求
に
応
え
ら
れ
て

い
な
い
と
指
摘
し
た
上
で
、
次
の
三
つ
の
柱
を
打
ち
立
て
、
憲
法
改
正
を
提
言
す
る（

14
）。

す
な
わ
ち
、
①
執
行
権
の
よ
り
望
ま
し
い
統
制
、
②

議
会
権
限
の
強
化
、
③
市
民
に
対
す
る
新
た
な
諸
権
利
を
中
心
と
し
て
、
統
治
機
構
の
改
革
案
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。

　

同
報
告
書
第
三
章
の
「
市
民
へ
の
新
た
な
諸
権
利
」
で
は
、「
よ
り
保
護
さ
れ
る
基
本
的
諸
権
利
」
と
題
す
る
節
を
設
け
、
そ
の
中
で
、

訴
訟
当
事
者
に
対
す
る
新
た
な
権
利
の
承
認
と
し
て
、「
違
憲
の
抗
弁
（l ’exception d ’inconstitutionnalité

）」
を
挙
げ
て
い
る
。
委
員

会
は
、
市
民
が
訴
訟
係
属
中
に
抗
弁
の
手
段
と
し
て
当
該
法
律
を
違
憲
と
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
法
律
の
事
後
審
査
制
の
導
入
に
つ
い
て

提
案
理
由
を
述
べ
、
憲
法
改
正
条
文
を
提
案
し
て
い
る（

15
）。

　

本
節
で
は
特
に
、
委
員
会
の
指
摘
す
る
従
来
の
事
前
審
査
制
の
問
題
点
と
憲
法
院
改
革
案
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
（
七
三
九
）
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従
来
の
事
前
審
査
制
の
問
題
点

（
一
）
事
後
審
査
の
不
可
能
性

　

委
員
会
報
告
書
は
、
第
五
共
和
制
の
諸
制
度
は
、
市
民
に
対
し
て
十
分
に
権
利
を
認
め
て
こ
な
か
っ
た
と
し
て
、
そ
の
例
の
一
つ
が
、
既

に
大
統
領
に
よ
っ
て
審
署
さ
れ
た
法
律
が
憲
法
に
合
致
す
る
か
否
か
を
憲
法
院
に
提
訴
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
と
指
摘
す
る（

16
）。

　

こ
こ
で
、
若
干
フ
ラ
ン
ス
の
違
憲
審
査
制
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
革
命
後
の
一
七
九
一
年
憲
法
の
制
定
者
が
既
に
法
律
の
合
憲
性
審
査

に
つ
い
て
考
え
て
お
り
、
シ
エ
ー
ス
（Siéyès

）
も
憲
法
裁
判
官
の
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
て
い
た（

17
）。

そ
れ
に
引
き
続
い
て
、
第
三
共
和
制

の
時
代
に
も
、
法
律
の
合
憲
性
審
査
の
制
度
化
を
支
持
す
る
動
き
は
あ
っ
た（

18
）。

し
か
し
、
第
三
共
和
制
、
第
四
共
和
制
に
お
い
て
は
、「
一

般
意
思
の
表
明
」
を
受
け
た
議
会
の
権
限
は
「
全
能（

19
）」

で
あ
る
と
さ
え
考
え
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
り
、
一
七
八
九
年
以
後
、
法
律
の
合
憲

性
審
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

20
）。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
突
如
、
一
九
五
八
年
憲
法
に
よ
っ
て
憲
法
院
が
創
設
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
憲
法
院
の
権
限
は
あ
い
ま
い
な
も
の
で
あ

り
、
当
初
は
法
律
の
合
憲
性
審
査
を
担
う
機
関
と
は
捉
え
に
く
か
っ
た
。
ル
ソ
ー
（D

. R
ousseau

）
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
根
拠
を
挙
げ
て
い
る（

21
）。

第
一
に
、
憲
法
院
が
「
上
級
裁
判
所
（C

our

）」
と
い
う
名
で
も
、「
下
級
裁
判
所
（T

ribunal

）」
と
い
う
名
で

も
な
く
、「
院
（C

onseil

）」
と
い
う
名
称
を
与
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
憲
法
院
が
職
業
裁
判
官
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

な
い
点
で
あ
る
。
第
三
に
、
憲
法
制
定
当
初
は
提
訴
権
者
が
大
統
領
、
首
相
、
国
民
議
会
議
長
お
よ
び
元
老
院
議
長
の
四
名
に
限
定
さ
れ
て

い
た
点
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
強
い
目
的
は
、
そ
れ
ま
で
の
議
会
中
心
主
義
の
制
度
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、「
議
会

を
監
視
す
る
」
憲
法
院
が
創
設
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る（

22
）。

　

一
九
七
一
年
の
結
社
の
自
由
判
決
以
後
、
憲
法
院
は
、
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
、
一
九
四
六
年
憲
法
前
文
な
ど
が
憲
法
的
価
値
を
持
つ
と

判
断
し（

23
）、

三
年
後
の
一
九
七
四
年
に
は
、
憲
法
改
正
に
よ
り
、
六
〇
名
の
国
民
議
会
議
員
お
よ
び
六
〇
名
の
元
老
院
議
員
に
対
し
て
も
憲
法

　
（
七
四
〇
）
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院
へ
の
提
訴
が
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
に
は
、
ほ
ど
遠
か
っ
た
の
で
あ
る（

24
）。

　

そ
の
結
果
、
政
治
的
な
理
由
で
憲
法
院
に
提
訴
さ
れ
な
か
っ
た
法
律
は
、
行
政
裁
判
所
で
も
司
法
裁
判
所
で
も
違
憲
と
宣
言
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
有
効
の
ま
ま
市
民
に
適
用
さ
れ
る
。
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
市
民
の
権
利
を
奪
っ
て
い
る
現
状
を
問
題
視
し
て
い
る
と
い
え
よ

う（
25
）。（

二
）
法
規
範
の
不
安
定
さ

　

フ
ラ
ン
ス
は
、
第
五
共
和
制
以
前
か
ら
法
律
に
対
す
る
条
約
優
位
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
。
一
九
五
八
年
憲
法
五
五
条
は
、
国
内
法
よ
り

も
条
約
が
優
越
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
憲
法
上
明
記
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
国
内
裁
判
所
が
本
条
に
つ
い
て
対
応
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い（

26
）。

一
九
七
五
年
に
初
め
て
、
憲
法
院
が
自
ら
、
法
律
に
対
す
る
条
約
の
優
位
性
を
判
断
す
る
権
限
を
有
し
な
い
と
の

判
決
を
下
し
て
か
ら（

27
）、

二
つ
の
最
高
裁
判
所
が
動
く
こ
と
に
な
る
。
司
法
裁
判
所
系
統
の
最
高
裁
判
所
で
あ
る
破
毀
院
は
、
同
年
の
ジ
ャ
ッ

ク
・
ヴ
ァ
ブ
ル
（Jacques V

abre

）
判
決（

28
）で

、
行
政
裁
判
所
系
統
の
最
高
裁
判
所
で
あ
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
（C

onseil d ’E
tat

）
は
一

九
八
九
年
の
ニ
コ
ロ
（N

icolo

）
判
決（

29
）で

、
初
め
て
条
約
が
国
内
法
に
対
し
て
優
位
す
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
以
降
、
司
法
裁
判
所
お

よ
び
行
政
裁
判
所
（
以
下
、通
常
裁
判
所
）
は
法
律
の
条
約
適
合
性
審
査
（contrôle du conventionnalité

）
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

一
九
七
五
年
に
憲
法
院
が
合
憲
と
判
断
し
た（

30
）人

工
妊
娠
中
絶
法
に
つ
い
て
、
後
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
反
し

な
い
と
判
断
さ
れ
た（

31
）よ

う
に
、
同
じ
法
律
が
二
度
審
査
を
受
け
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る（

32
）。

　

委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
に
同
じ
法
律
が
憲
法
院
に
よ
る
合
憲
性
審
査
と
通
常
裁
判
所
に
よ
る
条
約
適
合
性
審
査
の
双
方
に
お
い
て
、
対
象

と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
審
査
の
不
均
衡
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
問
題
視
す
る
。
通
常
裁
判
所
は
、
法
律
の
適
用
に
関
し
て
も
、

国
際
条
約
に
反
す
る
と
い
う
理
由
で
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
憲
法
に
適
合
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
権
限
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
と

　
（
七
四
一
）
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指
摘
す
る
。

二　

委
員
会
提
案
の
中
の
憲
法
院
改
革
案

　

本
項
で
は
、
市
民
の
新
た
な
権
利
と
し
て
、
法
律
の
合
憲
性
の
問
題
に
つ
い
て
の
提
訴
権
を
市
民
に
拡
大
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
バ
ラ
デ

ュ
ー
ル
委
員
会
に
よ
る
憲
法
改
正
条
文
の
提
案
を
明
ら
か
に
し
た
い
（
太
字
部
分
は
改
正
提
案
箇
所
で
あ
る（

33
））。

（
一
）
第
七
四
提
案

　

第
七
四
提
案
は
、「
基
本
的
諸
権
利
と
合
憲
性
審
査
」
を
対
象
と
し
、「
裁
判
手
続
上
、
訴
訟
当
事
者
が
違
憲
の
抗
弁
を
取
り
上
げ
る
こ
と

を
認
め
る
」
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
る
。
条
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
憲
法
第
六
一
条
の
一
を
新
設

『
①　

憲
法
院
は
、
裁
判
所
に
係
属
中
の
訴
訟
に
お
い
て
、
憲
法
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
基
本
的
自
由
お
よ
び
権
利
に
つ
い
て
法
律
の
合

憲
性
を
評
価
す
る
目
的
で
、
抗
弁
の
手
段
に
よ
り
付
託
さ
れ
う
る
。

②　

憲
法
院
は
、
訴
訟
当
事
者
の
要
求
に
よ
っ
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
、
破
毀
院
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も
し
く
は
破
毀
院
の
系
統

に
属
す
る
裁
判
所
、
ま
た
は
そ
の
い
ず
れ
の
系
統
に
も
属
さ
な
い
他
の
全
て
の
裁
判
所
か
ら
の
移
送
に
関
す
る
組
織
法
律
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
た
条
件
で
付
託
さ
れ
る
。』

　

憲
法
第
六
二
条
に
追
加

『
①　

第
六
一
条
に
基
づ
い
て
、
憲
法
違
反
と
宣
言
さ
れ
た
規
定
は
、
審
署
す
る
こ
と
も
施
行
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　
（
七
四
二
）
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②　

第
六
一
条
の
一
に
基
づ
い
て
憲
法
違
反
と
宣
言
さ
れ
た
規
定
は
、
判
決
の
中
で
憲
法
院
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
期
間
を
経
て
廃
止

さ
れ
る
。
当
該
規
定
は
、
係
属
中
の
裁
判
手
続
に
適
用
で
き
な
い
。

③　

憲
法
院
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
上
訴
も
許
さ
れ
な
い
。
憲
法
院
の
判
決
は
、
公
権
力
な
ら
び
に
全
て
の
行
政
機
関
お
よ

び
司
法
機
関
を
拘
束
す
る
。』」

（
二
）
第
七
五
提
案

　

第
七
五
提
案
は
、「
憲
法
院
の
構
成
」
を
対
象
と
し
、「
第
一
三
条
の
最
終
項
（
第
八
提
案
）
に
定
め
る
任
命
手
続
を
、
憲
法
院
に
お
け
る

全
て
の
任
命
に
適
用
す
る
」
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
る
。
条
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
憲
法
第
五
六
条
の
追
加
お
よ
び
削
除

『
①　

憲
法
院
は
、
任
期
九
年
で
更
新
の
許
さ
れ
な
い
九
名
の
構
成
員
か
ら
成
る
。
憲
法
院
は
、
三
年
ご
と
に
三
分
の
一
ず
つ
交
替
す
る
。

構
成
員
の
三
名
は
共
和
国
大
統
領
に
よ
り
、
三
名
は
国
民
議
会
議
長
に
よ
り
、
三
名
は
元
老
院
議
長
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
。
第
一
三
条

の
最
終
項
に
定
め
ら
れ
る
手
続
が
こ
れ
ら
の
任
命
に
適
用
さ
れ
る
。

②　

前
項
に
定
め
る
九
名
の
構
成
員
の
ほ
か
に
、
元
共
和
国
大
統
領
は
当
然
に
終
身
の
憲
法
院
構
成
員
と
な
る
。』」

（
三
）
総
括

　

欧
州
統
合
が
進
展
す
る
中
、
人
権
規
範
に
つ
い
て
も
様
々
な
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
、

Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
が
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
人
権
に
つ
い
て
「
基
本
権
」
と
い
う
表
現
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
第
七
四
提

案
に
お
け
る
第
六
一
条
の
一
に
「
基
本
的
自
由
お
よ
び
権
利
」
と
い
う
文
言
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
（
七
四
三
）
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バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
委
員
会
の
提
案
に
は
、
こ
の
後
の
政
府
提
出
憲
法
的
法
律
案
で
は
採
用
さ
れ
な
い
内
容
が
存
在
す
る
。

　

一
つ
は
、
憲
法
院
へ
法
律
の
合
憲
性
の
問
題
を
移
送
す
る
裁
判
所
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第
七
四
提
案
で
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も
し
く

は
破
毀
院
の
他
に
、
そ
れ
ら
に
属
さ
な
い
裁
判
所
も
移
送
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
提
出
法
律
案
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
内
容
は
議
会
審
議
の
争
点
に
な
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
元
大
統
領
が
終
身
の
憲
法
院
構
成
員
で
あ
る
と
す
る
規
定
を
廃
止
す
る
第
七
五
提
案
で
あ
る
。
同
提
案
は
政
府
提
出
法
律

案
に
全
く
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
。
第
五
共
和
制
で
は
、
第
三
・
四
共
和
制
の
下
で
の
強
す
ぎ
る
議
会
の
権
限
を
抑
制
す
る
の
と
相
対
的
に
、

大
統
領
の
権
限
が
強
化
さ
れ
、
憲
法
院
は
そ
の
一
役
と
し
て
議
会
を
監
視
す
る
機
能
を
備
え
た
経
緯
が
あ
る
た
め
、
憲
法
五
六
条
二
項
で
大

統
領
が
終
身
の
憲
法
院
構
成
員
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
規
定
は
憲
法
院
が
人
権
保
障
機
関
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し
た
現
在
に
お
い
て
は
、
権
力
分
立
の
観
点
か
ら
、
ま
た
憲
法
院
が
政
治
的
と
批
判
さ
れ
る
点
か
ら
も
問
題
と
い
え
よ
う
。

第
二
章　

憲
法
院
の
事
後
審
査
（
憲
法
六
一
条
の
一
）
に
関
す
る
議
会
審
議

　

バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
委
員
会
の
報
告
を
受
け
て
、
議
会
で
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
審
議
が
進
め
ら

れ
た
。
本
章
で
は
、
憲
法
院
の
事
後
審
査
、
す
な
わ
ち
、
法
律
の
合
憲
性
の
問
題
に
つ
い
て
の
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
に
関
す
る
規
定
（
憲

法
六
一
条
の
一
）
に
着
目
し
て
、
憲
法
院
の
事
後
審
査
機
能
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る（

34
）。

　

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
創
設
さ
れ
た
憲
法
六
一
条
の
一
に
関
す
る
政
府
提
出
憲
法
的
法
律
案
が
議
会
で
修
正
さ
れ
た
経
緯
を
追
い
、
次
に

憲
法
的
法
律
案
に
つ
い
て
最
初
に
提
案
を
受
け
た
国
民
議
会
法
律
委
員
会
の
ワ
ル
ス
マ
ン
委
員
長
に
よ
る
報
告
に
注
目
し
、
そ
の
内
容
を
明

ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、
議
会
審
議
に
つ
い
て
争
点
ご
と
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
（
七
四
四
）
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第
一
節　

憲
法
六
一
条
の
一
に
関
す
る
憲
法
的
法
律
案
の
変
遷

一　

議
会
審
議
の
経
緯

　

二
〇
〇
八
年
四
月
二
三
日
、
第
五
共
和
制
の
諸
制
度
の
現
代
化
に
関
す
る
政
府
提
出
憲
法
的
法
律
案
が
大
臣
会
議
（conseil des 

m
inistres （

35
））

で
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
同
法
律
案
は
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
た（

36
）。

続
い
て
、
同
法
律
案
が
付
託
さ
れ
た
法
律
委
員
会
で
は
、
五

月
一
五
日
か
ら
一
六
日
に
か
け
て
、
委
員
長
で
あ
る
ワ
ル
ス
マ
ン
（J.-L

. W
arsm

ann

）
が
同
法
律
案
に
つ
い
て
報
告
し
た（

37
）。

　

五
月
二
〇
日
か
ら
、国
民
議
会
第
一
読
会
は
本
会
議
で
の
同
法
律
案
の
審
議
に
入
る
。
憲
法
六
一
条
の
一
に
関
す
る
同
法
律
案
二
六
条
は
、

同
月
二
九
日
に
審
議
さ
れ
、
国
民
議
会
第
一
読
会
の
審
議
は
六
月
三
日
に
終
了
し
た
。
投
票
の
結
果
、
賛
成
三
一
五
名
、
反
対
二
三
一
名
、

棄
権
二
三
名
に
よ
り
、
国
民
議
会
第
一
読
会
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
大
ま
か
な
内
訳
に
つ
い
て
見
る
と
、
与
党
会
派
の
国
民
運
動
連

合
会
派
（U

M
P

 : groupe union pour un m
ouvem

ent populaire

）
が
二
九
五
の
賛
成
票
を
集
め
、反
対
票
は
野
党
第
一
会
派
の
社
会
・

急
進
・
共
和
国
市
民
運
動
会
派
（SR

C
 : groupe socialiste, radical, citoyen et divers gauche

）
だ
け
で
一
九
〇
票
あ
っ
た（

38
）。

　

同
日
六
月
三
日
に
、
国
民
議
会
第
一
読
会
修
正
案
は
元
老
院
に
提
出
さ
れ
た（

39
）。

続
い
て
、
同
修
正
案
が
付
託
さ
れ
た
法
律
委
員
会
で
は
、

同
月
一
一
日
に
、
委
員
長
で
あ
る
イ
ェ
ス
ト
（J.-J. H

yest

）
が
本
修
正
案
に
つ
い
て
報
告
し
た（

40
）。

　

六
月
一
七
日
か
ら
、
元
老
院
第
一
読
会
は
本
会
議
で
の
同
修
正
案
の
審
議
に
入
る
。
憲
法
六
一
条
の
一
に
関
す
る
同
修
正
案
二
六
条
は
、

同
月
二
四
日
に
審
議
さ
れ
、
元
老
院
第
一
読
会
の
審
議
は
同
日
に
終
了
し
た
。
投
票
の
結
果
、
賛
成
一
六
六
名
、
反
対
一
二
三
名
に
よ
り
、

元
老
院
第
一
読
会
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た（

41
）。

国
民
議
会
第
一
読
会
と
比
べ
る
と
、
賛
否
の
差
が
小
さ
い
。

　

翌
日
六
月
二
五
日
に
、
元
老
院
第
一
読
会
修
正
案
が
国
民
議
会
第
二
読
会
に
送
ら
れ
た（

42
）。

続
い
て
、
七
月
二
日
に
、
法
律
委
員
会
で
ワ
ル

ス
マ
ン
委
員
長
が
同
修
正
案
に
つ
い
て
報
告
し
た（

43
）。

七
月
八
日
か
ら
、
国
民
議
会
第
二
読
会
は
本
会
議
で
の
同
修
正
案
の
審
議
に
入
る
。
二

日
に
わ
た
っ
て
議
論
が
展
開
さ
れ
、
国
民
議
会
第
二
読
会
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。

　
（
七
四
五
）
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翌
日
七
月
一
〇
日
に
、
国
民
議
会
第
二
読
会
修
正
案
が
元
老
院
第
二
読
会
に
送
ら
れ
た（

44
）。

続
い
て
、
同
日
に
、
法
律
委
員
会
で
イ
ェ
ス
ト

委
員
長
が
同
修
正
案
に
つ
い
て
報
告
し
た（

45
）。

七
月
一
五
日
か
ら
、
元
老
院
第
二
読
会
は
本
会
議
で
の
同
修
正
案
の
審
議
に
入
る
。
二
日
に
わ

た
っ
て
議
論
が
進
み
、
投
票
の
結
果
、
賛
成
一
六
二
名
、
反
対
一
二
五
名
に
よ
り
元
老
院
第
二
読
会
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た（

46
）。

　

七
月
一
六
日
、
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
憲
法
的
法
律
案
が
両
院
合
同
会
議
（C

ongrès du P
arlem

ent

）
に
委
ね
ら
れ
た
。
同
月
二
一
日
に
、

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
お
い
て
両
院
合
同
会
議
は
開
か
れ
、
発
言
者
と
し
て
ま
ず
初
め
に
フ
ィ
ヨ
ン
（F. F

illon

）
首
相
が
壇
上
に
登
っ
た
。

続
い
て
、
九
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
最
終
的
に
投
票
が
行
わ
れ
た
。
可
決
に
は
有
効
投
票
の
五
分
の
三
の
多
数
が
必
要
で
あ
り
（
憲
法
八
九

条
三
項
）、
今
回
は
五
三
八
票
を
要
す
る
と
こ
ろ
、
開
票
の
結
果（

47
）、

賛
成
五
三
九
票
、
反
対
三
五
七
票
と
、
わ
ず
か
一
票
の
差
で
本
法
律
案

は
成
立
し
た
の
で
あ
る（

48
）。

二　

政
府
提
出
憲
法
的
法
律
案
と
そ
の
後
の
修
正
案
の
変
遷

　

次
節
以
降
で
委
員
会
報
告
お
よ
び
議
会
審
議
の
争
点
と
な
っ
た
条
文
の
文
言
を
検
討
す
る
た
め
に
、
本
項
で
は
憲
法
六
一
条
の
一
を
創
設

す
る
規
定
に
関
し
て
、
政
府
提
出
憲
法
的
法
律
案
、
お
よ
び
そ
の
後
に
議
会
で
修
正
さ
れ
た
法
律
案
を
見
て
い
く
（
太
字
部
分
は
そ
の
後
に

修
正
が
提
案
さ
れ
る
箇
所
ま
た
は
修
正
が
認
め
ら
れ
た
箇
所
で
あ
る
）。
な
お
、
国
民
議
会
第
二
読
会
は
、
同
規
定
に
つ
い
て
元
老
院
第
一

読
会
修
正
案
が
そ
の
ま
ま
可
決
さ
れ
た
の
で
、
ま
た
、
元
老
院
第
二
読
会
で
は
、
文
言
が
修
正
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
本
条
の
前
に
他
の
条

文
が
挿
入
さ
れ
た
た
め
に
、
第
六
一
条
の
一
を
創
設
す
る
条
文
が
二
六
条
か
ら
二
九
条
に
移
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
特
に

取
り
上
げ
て
い
な
い
。

　
（
七
四
六
）
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（
一
）
第
五
共
和
制
の
諸
制
度
の
現
代
化
に
関
す
る
政
府
提
出
憲
法
的
法
律
案　

第
二
六
条

　
「
憲
法
第
六
一
条
の
後
に
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
た
第
六
一
条
の
一
が
付
け
加
え
ら
れ
る
。

『
第
六
一
条
の
一　

裁
判
所
に
係
争
中
の
訴
訟
に
お
い
て
、
現
行
憲
法
の
発
効
後
に
審
署
さ
れ
た
法
律
の
規
定
が
憲
法
の
保
障
す
る
権
利

お
よ
び
自
由
を
侵
害
し
て
い
る
と
主
張
さ
れ
た
場
合
に
は
、
憲
法
院
は
、
組
織
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
要
件
お
よ
び
留
保
の
下
で

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
の
移
送
に
よ
り
こ
の
問
題
の
付
託
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る（

49
）。』」

（
二
）
国
民
議
会
第
一
読
会
修
正
案　

第
二
六
条

　
「
憲
法
第
六
一
条
の
後
に
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
た
第
六
一
条
の
一
が
付
け
加
え
ら
れ
る
。

『
第
六
一
条
の
一　

裁
判
所
に
係
争
中
の
訴
訟
に
お
い
て
、
法
律
の
規
定
が
憲
法
の
保
障
す
る
権
利
お
よ
び
自
由
を
侵
害
し
て
い
る
と
主

張
さ
れ
た
場
合
に
は
、
憲
法
院
は
、
定
め
ら
れ
た
期
日
内
に
決
定
を
下
す
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
の
移
送
に
よ
り
こ
の
問

題
の
付
託
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。』

『
組
織
法
律
は
、
そ
の
要
件
を
定
め
、
本
条
の
適
用
に
つ
い
て
規
定
す
る（

50
）。』」

（
三
）
元
老
院
第
一
読
会
修
正
案　

第
二
六
条

　
「
憲
法
第
六
一
条
の
後
に
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
た
第
六
一
条
の
一
が
付
け
加
え
ら
れ
る
。

『
第
六
一
条
の
一　

裁
判
所
に
係
争
中
の
訴
訟
に
お
い
て
、
法
律
の
規
定
が
憲
法
の
保
障
す
る
権
利
お
よ
び
自
由
を
侵
害
し
て
い
る
と
主

張
さ
れ
た
場
合
に
は
、
憲
法
院
は
、
定
め
ら
れ
た
期
日
内
に
決
定
を
下
す
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
の
移
送
に
よ
り
こ
の
問

題
の
付
託
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。』

　
（
七
四
七
）
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『
組
織
法
律
は
本
条
の
適
用
の
要
件
を
定
め
る（

51
）。』」

（
四
）
両
院
合
同
会
議
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
憲
法
的
法
律
案　

第
二
九
条

　
「
憲
法
第
六
一
条
の
後
に
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
た
第
六
一
条
の
一
が
付
け
加
え
ら
れ
る
。

『
第
六
一
条
の
一　

裁
判
所
に
係
争
中
の
訴
訟
に
お
い
て
、
法
律
の
規
定
が
憲
法
の
保
障
す
る
権
利
お
よ
び
自
由
を
侵
害
し
て
い
る
と
主

張
さ
れ
た
場
合
に
は
、
憲
法
院
は
、
定
め
ら
れ
た
期
日
内
に
決
定
を
下
す
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
の
移
送
に
よ
り
こ
の
問

題
の
付
託
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。』

『
組
織
法
律
は
本
条
の
適
用
の
要
件
を
定
め
る（

52
）。』」

第
二
節　

国
民
議
会
法
律
委
員
会
の
ワ
ル
ス
マ
ン
委
員
長
に
よ
る
報
告

　

憲
法
四
三
条
一
項
に
基
づ
き
、
本
政
府
提
出
憲
法
的
法
律
案
は
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
本
法
律
案
が
最
初
に
付
託

さ
れ
た
国
民
議
会
法
律
委
員
会
の
ワ
ル
ス
マ
ン
委
員
長
の
報
告
に
着
目
し
、
本
法
律
案
二
六
条
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
た

の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

ワ
ル
ス
マ
ン
委
員
長
は
、
最
初
に
「
一
九
九
〇
年
と
一
九
九
三
年
の
政
府
提
出
法
律
案
と
そ
れ
ら
の
教
訓（

53
）」

に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。

本
節
で
は
特
に
、
そ
の
中
で
も
、「
先
決
問
題
の
手
段
に
よ
る
合
憲
性
審
査
の
『
短
所(coûts)

』
と
『
長
所(avantages)

』」
と
「
考
え
ら

れ
る
進
展
の
方
法
」
の
二
点
に
絞
っ
て
、
内
容
に
つ
い
て
着
目
し
、
紹
介
す
る（

54
）。

　
（
一
）「
先
決
問
題
の
手
段
に
よ
る
合
憲
性
審
査
の
『
短
所
』
と
『
長
所
』」

　
（
七
四
八
）
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ワ
ル
ス
マ
ン
委
員
長
は
、
ま
ず
法
律
の
事
後
審
査
に
つ
い
て
の
問
題
点
と
し
て
、
①
複
雑
、
②
制
度
的
不
均
衡
、
③
裁
判
所
の
競
合
、
④

法
的
安
定
性
の
喪
失
（insécurité juridique

）
を
挙
げ
て
い
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
憲
法
院
が
法
律
の
合
憲
性
審
査
の
権
限
を
一
手
に
握

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
事
後
審
査
制
を
採
用
し
て
い
る
様
々
な
国
を
例
に
考
え
る
と
、
様
々
な
機
関
が
そ
の
権
限
を
行
使
し
て
い
る
点
で

複
雑
と
い
う
の
で
あ
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
裁
判
官
政
治
と
批
判
さ
れ
る
が
、
権
力
分
立
の
点
で
不
均
衡
が
生
じ
る
恐
れ
を

指
し
て
い
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
裁
判
所
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
裁
判
所
が
法
律
の
合
憲
性
審
査
を
行
う
点
で
競
合
と
捉
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
④
に
つ
い
て
は
、
③
か
ら
導
か
れ
る
が
、
様
々
な
裁
判
所
が
法
律
の
合
憲
性
審
査
に
携
わ
る
点
で
、
法
的
安
定
性
が
損
な
わ
れ

る
問
題
を
指
し
て
い
る
。

　

ワ
ル
ス
マ
ン
委
員
長
は
、
合
憲
性
の
先
決
問
題
（question préjudicielle de constitutionnalité

）
の
手
続
の
導
入
は
、
通
常
裁
判
所

に
判
断
を
義
務
づ
け
る
結
果
、
訴
訟
件
数
が
増
え
、
混
雑
す
る
点
を
問
題
視
す
る
。
例
と
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
、
全
て
の
市
民
に
対
し
て
連

邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
提
訴
を
認
め
た
一
九
六
八
年
の
改
正
後
、
無
益
な
訴
え
に
よ
っ
て
裁
判
所
の
混
雑
を
明
ら
か
に
導
い
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
ワ
ル
ス
マ
ン
委
員
長
は
、
一
九
八
五
年
の
憲
法
院
判
決（

55
）に

よ
っ
て
、
合
憲
性
審
査
の
対
象
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
審
署
後
の

法
律
に
も
広
げ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
憲
法
院
に
提
訴
さ
れ
た
法
律
が
、
①
審
署
さ
れ
た
法
律
を
改
正
す
る
法
律
、

②
審
署
さ
れ
た
法
律
を
補
完
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
律
、
ま
た
は
③
審
署
さ
れ
た
法
律
の
適
用
領
域
に
影
響
を
及
ぼ
す
法
律
の
場
合
に

お
い
て
、
既
に
審
署
さ
れ
た
法
律
の
文
言
に
つ
い
て
憲
法
院
は
違
憲
と
判
断
し
う
る
と
同
判
決
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
審

査
対
象
は
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
事
後
審
査
制
導
入
の
利
点
を
挙
げ
る
。

　

さ
ら
に
、
個
人
の
基
本
的
諸
権
利
お
よ
び
自
由
を
擁
護
す
る
必
要
性
に
応
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
事
後
審
査
制
導
入
に
よ
る

市
民
の
新
た
な
権
利
は
、
一
九
五
八
年
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
現
代
に
お
け
る
権
利
で
あ
る
と
い
う
。

　

最
後
に
、
民
主
主
義
を
見
直
す
中
で
、
こ
の
憲
法
院
改
革
は
法
律
に
対
す
る
議
会
の
独
占
を
打
破
し
、「
欠
陥
の
あ
る
」
法
律
を
排
除
す

　
（
七
四
九
）
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る
点
で
有
益
で
あ
り
、
市
民
の
権
利
の
保
障
に
繋
が
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　
（
二
）「
考
え
ら
れ
る
進
展
の
方
法
」

　

ワ
ル
ス
マ
ン
委
員
長
は
、
従
来
の
事
前
審
査
制
の
問
題
に
対
し
て
四
つ
の
解
決
策
を
挙
げ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
の
制
度
に
従
っ
て
、
事
前
審
査
制
を
廃
止
し
、
通
常
裁
判
所
に
違
憲
の
抗
弁
を
主
張
す
る
可
能
性
を
導
入
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
デ
ル
を
検
証
し
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
が
法
律
の
合
憲
性
に
つ
い
て
の
判
断
、
法
律
の
適
用
に
お
け
る

合
憲
性
の
判
断
、
憲
法
に
基
づ
い
て
差
止
命
令
（in
jo

n
c
tio

n

）
を
行
っ
て
い
る
点
を
示
し
、
最
高
裁
判
所
が
合
憲
性
審
査
に
つ
い
て
卓
越

し
た
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
事
前
審
査
の
制
度
の
ほ
か
に
、
通
常
裁
判
所
を
通
し
た
違
憲
の
抗
弁
の
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
現
状
を
維
持
し
、

現
行
制
度
を
見
直
す
こ
と
、
第
四
に
、
提
訴
権
者
を
限
定
し
た
ま
ま
、
審
署
後
の
法
律
が
直
接
憲
法
院
に
付
託
さ
れ
、
憲
法
院
が
こ
れ
を
審

査
す
る
権
限
を
強
化
す
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
結
果
的
に
、
こ
れ
ま
で
の
一
九
九
〇
年
と
一
九
九
三
年
の
憲
法
改
正
案
お
よ
び
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル

委
員
会
報
告
で
提
案
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
通
常
裁
判
所
で
の
違
憲
の
抗
弁
を
導
入
す
る
政
府
提
出
法
律
案
を
お
お
よ
そ
支
持
し
た
の
で
あ

る
。
な
お
、
後
述
の
通
り
、
ワ
ル
ス
マ
ン
委
員
長
は
、
国
民
議
会
第
一
読
会
で
、
事
後
審
査
の
対
象
と
な
る
法
律
の
制
限
を
解
き
、
全
て
の

法
律
を
対
象
と
す
る
こ
と
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
で
の
決
定
に
期
日
の
制
約
を
課
す
こ
と
に
つ
い
て
修
正
案
を
提
出
し
て
い

る
。第

三
節　

憲
法
六
一
条
の
一
に
関
し
て
議
会
で
争
わ
れ
た
問
題

　

本
会
議
で
は
、
様
々
な
観
点
か
ら
憲
法
六
一
条
の
一
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。
本
節
で
は
、
争
点
ご
と
に
議
員
お
よ
び
政
府
の
発
言
の
詳

　
（
七
五
〇
）
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細
を
見
て
い
き
、
最
後
に
憲
法
院
の
事
後
審
査
機
能
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
争
点
は
、
①
事
後
審
査
制
導
入
の
問
題
、
②
憲
法
院

裁
判
官
の
任
命
方
法
の
問
題
、
③
審
査
対
象
お
よ
び
手
続
に
関
す
る
問
題
、
と
大
き
く
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
の
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
明
ら
か

に
し
て
い
く
。

　

な
お
、
各
議
員
は
た
い
て
い
会
派
に
所
属
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
会
派
の
見
解
と
個
人
の
見
解
が
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、

議
会
審
議
で
の
発
言
者
も
会
派
を
代
表
す
る
見
解
を
述
べ
て
い
る
者
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
違
い
は
採
決
に
も
表
わ
れ
て
い
る（

56
）。

一　

事
後
審
査
制
導
入
の
問
題

（
一
）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
司
法
審
査
と
の
比
較

　

⑴
ま
ず
、
国
民
議
会
第
一
読
会
の
審
議
で
本
条
に
つ
い
て
最
初
に
発
言
し
た
の
は
、
社
会
・
急
進
・
共
和
国
市
民
運
動
会
派
の
ジ
ラ
ル
ダ

ン
（A

. G
irardin

）
議
員
で
あ
っ
た（

57
）。

同
議
員
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
制
度
を
ア
メ
リ
カ
の
司
法
審
査
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
利
点
を
取
り
入

れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

　

ジ
ラ
ル
ダ
ン
議
員
は
、
一
八
〇
三
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
確
立
し
た
基
本
的
な
権
利
を
、
フ
ラ
ン
ス
の
市
民
は
二
世
紀
以
上
の
時
を
経

て
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
す
る
。
同
議
員
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
事
前
審
査
制
が
、
そ
の
時
の
政
治
状
況
に
よ
っ
て
法
律
が
憲
法
院
に

提
訴
さ
れ
る
か
否
か
が
わ
か
ら
な
い
点
、
憲
法
院
が
法
律
の
合
憲
性
審
査
を
独
占
し
て
い
る
点
、
さ
ら
に
一
九
五
八
年
憲
法
以
前
の
法
律
が

審
査
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
を
問
題
視
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
八
〇
三
年
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
（J. M

arshall

）
長
官
が
、
有
名
な
訴
訟
事
件
で
あ
る
マ
ー
ベ
リ
ー

（M
arbury

）
対
マ
デ
ィ
ソ
ン
（M

adison （
58
））

の
中
で
、
次
の
こ
と
を
明
解
に
確
立
し
た
こ
と
を
、
ジ
ラ
ル
ダ
ン
議
員
は
示
す
。
全
て
の
裁
判

官
は
、
法
律
が
憲
法
に
違
反
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
ま
た
憲
法
に
反
す
る
法
律
の
適
用
を
取
り
除
く
権
限
と
義
務
を
負
っ
て
い
る
。

　
（
七
五
一
）
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ジ
ラ
ル
ダ
ン
議
員
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
も
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
一
七

八
九
年
人
権
宣
言
の
前
文
は
、「
立
法
権
お
よ
び
執
行
権
の
行
為
が
、
全
て
の
政
治
制
度
の
目
的
と
絶
え
ず
比
較
さ
れ
う
る
こ
と
で
一
層
尊

重
さ
れ
る
よ
う
に
。
市
民
の
要
求
が
、
今
後
、
簡
潔
か
つ
明
白
な
原
理
に
基
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
ね
に
憲
法
の
維
持
と
万
民
の
幸
福
に

向
か
う
よ
う
に
」、そ
の
決
意
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
前
文
が
、市
民
の
提
訴
権
を
拡
大
さ
せ
る
根
拠
と
し
て
十
分
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
ジ
ラ
ル
ダ
ン
議
員
は
、
ア
メ
リ
カ
の
最
高
裁
判
所
判
決
が
社
会
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
、
具
体
的
に
次
の
判
決

を
例
に
挙
げ
て
い
る
。
分
離
教
育
を
終
わ
ら
せ
た
一
九
五
四
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
（B

row
n

）
事
件（

59
）、

公
立
学
校
に
政
教
分
離
原
則
を
広
げ
た
一

九
六
二
年
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
（E

ngel

）
事
件（

60
）、

大
統
領
特
権
を
制
限
し
た
一
九
七
四
年
の
ニ
ク
ソ
ン
（N

ixon

）
事
件（

61
）

で
あ
る
。
つ
い
最
近

で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
判
所
が
、
同
性
愛
者
の
法
的
婚
姻
を
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
認
め
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　

⑵
ジ
ラ
ル
ダ
ン
議
員
の
発
言
に
対
し
て
、
国
民
運
動
連
合
会
派
の
ミ
ヤ
ー
ル
（J. M

yard

）
議
員
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る（

62
）。

　

ミ
ヤ
ー
ル
議
員
は
、
た
と
え
外
国
で
実
践
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
に
は
な
い
制
度
で
あ
り
、
一
般
意
思
の
表
明
に
照

ら
し
て
、
法
律
は
最
上
の
も
の
で
あ
り
、
裁
判
官
政
治
は
望
ま
れ
な
い
と
主
張
す
る
。
同
議
員
は
、
法
律
を
絶
対
視
す
る
た
め
に
、
法
律
が

裁
判
所
で
再
び
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
を
問
題
視
し
、「
法
律
が
全
て
で
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

、
悪
法
も
法
で
あ
る
！

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
ま
で
発
言
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

の
連
邦
最
高
裁
判
所
が
法
律
に
対
し
て
判
断
す
る
度
に
、
議
会
の
役
割
は
弱
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

⑶
民
主
共
和
左
翼
会
派
（G

R
D

 : groupe gauche dem
ocrate et republicaine

）
の
サ
ン
ド
リ
エ
（J.-C

. Sandrier

）
議
員
も
、
憲

法
院
の
評
議
は
非
公
開
で
あ
り
、
上
訴
な
し
の
判
決
を
す
る
憲
法
院
は
第
三
の
議
会
に
類
す
る
と
述
べ
、
こ
れ
ま
で
フ
ラ
ン
ス
は
権
力
分
立

の
原
則
を
尊
重
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
常
に
「
裁
判
官
政
治
」
は
控
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
憲
法
院
が
法
律
の
事
後
審
査

の
機
能
を
有
す
る
と
、
第
三
の
議
会
と
し
て
常
に
公
的
役
割
、
政
治
的
役
割
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
な
る
と
批
判
す
る（

63
）。

　

⑷
以
上
の
議
員
の
発
言
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
ま
ず
ジ
ラ
ル
ダ
ン
議
員
の
指
摘
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
一
八
〇
三
年
の
マ
ー
ベ
リ
ー

　
（
七
五
二
）
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対
マ
デ
ィ
ソ
ン
事
件
は
政
治
的
背
景
の
あ
る
特
殊
な
事
例
で
あ
り
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
八
五
七
年
の
ド
レ
ッ
ド
・
ス
コ
ッ
ト
事
件（

64
）

ま
で
の
五
四
年
間
、
法
律
の
違
憲
判
決
が
出
て
お
ら
ず
、
す
ぐ
に
違
憲
審
査
制
が
定
着
し
た
わ
け
で
は
な
い
点
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い（

65
）。

　

次
に
ミ
ヤ
ー
ル
議
員
の
発
言
で
あ
る
が
、
近
代
立
憲
主
義
は
、
英
米
法
に
由
来
す
る
法
の
支
配
の
原
理
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で

あ
り
、
法
治
国
家
に
お
い
て
も
戦
後
、
法
の
支
配
に
類
す
る
実
質
的
法
治
主
義
の
考
え
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
法
律
の
内
容
に

も
正
当
性
が
求
め
ら
れ
、「
悪
法
も
法
」
と
考
え
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い（

66
）。

こ
の
原
理
に
基
づ
い
て
違
憲
審
査
制
は
発
展
し
て
き
た
が
、

選
挙
を
経
た
民
主
的
正
当
性
を
有
す
る
立
法
府
が
可
決
し
、
発
効
し
た
法
律
に
対
し
て
、
司
法
が
積
極
的
に
判
断
す
る
か
、
そ
れ
と
も
消
極

的
に
判
断
を
控
え
る
か
と
い
う
、
司
法
積
極
主
義
と
司
法
消
極
主
義
の
対
立
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
を
見
る
と（

67
）、

ア
メ
リ
カ
の
制
度
に
も
問
題
が

な
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
ジ
ラ
ル
ダ
ン
議
員
を
は
じ
め
、
事
後
審
査
制
導
入
の
支
持
者
は
、
法
律
を
事
前
と
事
後
の
両
方
の
網
に
か

け
る
こ
と
で
違
憲
の
法
律
が
少
な
く
な
り
、
市
民
の
権
利
を
擁
護
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
い
う
考
え
を
優
先
さ
せ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

（
二
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
で
の
法
律
に
対
す
る
審
査
制
度
の
比
較

　

⑴
元
老
院
第
一
読
会
に
お
い
て
、
社
会
党
会
派
（SO

C
 : groupe socialiste

）
の
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
（R

. B
adinter

）
議
員
が
発
言
し
た（

68
）。

同
議
員
は
、
一
九
九
〇
年
に
ま
さ
に
事
後
審
査
制
導
入
の
た
め
の
政
府
提
出
憲
法
的
法
律
案
の
提
案
に
尽
力
し
た
元
憲
法
院
長
で
あ
る（

69
）。

　

バ
ダ
ン
テ
ー
ル
議
員
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
は
、
憲
法
上
の
基
本
的
諸
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
に
法
律
を
審
査
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
を
援
用
す
る
こ
と
で
法
律
を
審
査
す
る
の
み
で
あ
る
点
を
問
題
視
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
市
民
が
、
基
本
的
諸
権
利
に

つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
憲
法
を
根
拠
に
、
憲
法
院
に
対
し
て
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
に
提
訴
す

る
と
い
う
矛
盾
を
残
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。

　
（
七
五
三
）
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⑵
法
律
委
員
会
副
委
員
長
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
（P. G

élard

）
議
員
は
、
Ｅ
Ｕ
の
一
員
と
し
て
、
違
憲
の
抗
弁
に
よ
る
提
訴
を
導
入
し
よ
う

と
述
べ
、
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
や
ス
ペ
イ
ン
と
同
様
に
事
後

0

0

審
査
制
を
導
入
し
、
従
来
か
ら
の
事
前

0

0

審
査
制
も
併
せ
持
つ
こ
と
で
、
他
国
も

羨
む
よ
う
な
法
治
国
家
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う（

70
）。

　

⑶
以
上
の
議
員
の
発
言
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
で
フ
ラ
ン
ス
が
提
訴
さ
れ
た
件
数
を
見
る
と
、
一
九
九
九

年
に
は
八
七
一
件
で
あ
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
八
年
に
は
二
七
二
四
件
に
ま
で
達
し
て
い
る（

71
）。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
起
草
に
あ
た
っ
て
尽

力
し
た
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
が
、
一
九
五
〇
年
に
署
名
し
た
後
、
批
准
し
た
の
は
一
九
七
四
年
で
あ
り
、
さ
ら
に
個
人
申
立
制
度
お
よ
び
人
権

裁
判
所
の
管
轄
権
を
受
諾
し
た
の
は
一
九
八
一
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
対
し
て
一
見
消
極
的

に
見
え
る
が
、
本
条
約
か
ら
受
け
た
影
響
は
様
々
な
面
に
わ
た
っ
て
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る（

72
）。

　

条
約
審
査
は
先
述
の
通
り
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
通
常
裁
判
所
が
行
っ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
基
づ
く
同
裁
判
所
で
の
フ
ラ
ン

ス
に
対
す
る
申
立
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
お
い
て
憲
法
違
反
の
申
立
が
で
き
な
い
点
に
つ
い
て
、
バ
ダ
ン
テ
ー

ル
議
員
は
時
代
錯
誤
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二　

憲
法
院
裁
判
官
の
任
命
方
法
の
問
題

　

⑴
国
民
議
会
第
一
読
会
で
ミ
ヤ
ー
ル
議
員
は
、
憲
法
裁
判
官
の
任
命
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
と
の
大
き
な
違
い
を
指
摘
す
る（

73
）。

そ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
の
最
高
裁
判
所
裁
判
官
が
専
門
家
で
あ
り
、
市
民
の
目
を
通
し
て
選
ば
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
市
民
に
憲
法
院
の

構
成
員
を
選
ば
せ
な
い
点
で
あ
る
。

　

⑵
さ
ら
に
、
サ
ン
ド
リ
エ
議
員
は
、
ド
イ
ツ
と
比
較
し
た
上
で
任
命
方
法
を
改
善
す
る
よ
う
に
主
張
す
る（

74
）。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
国
を
見
て

も
、
フ
ラ
ン
ス
だ
け
が
一
部
の
政
治
的
な
機
関
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
制
度
を
利
用
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
に
な
ら
っ
て
議
員
の
三
分
の
二
の

　
（
七
五
四
）
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多
数
の
賛
同
に
よ
り
選
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

　

⑶
以
上
の
議
員
の
発
言
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
制
度
を
見
る
と
連
邦
最
高
裁
判
所
裁
判
官
は
全
九
名
で
あ
り
、

連
邦
憲
法
二
編
二
節
二
項
に
基
づ
き
、
大
統
領
が
指
名
し
、
上
院
の
助
言
と
承
認
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
。
法
曹
一
元
制
を
採
用
す
る
ア
メ

リ
カ
で
は
、
連
邦
裁
判
所
裁
判
官
は
弁
護
士
経
験
者
ま
た
は
法
律
家
と
し
て
の
経
験
を
持
っ
た
者
か
ら
選
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
連
邦
最
高
裁

判
所
裁
判
官
は
終
身
で
あ
り
、
指
名
し
た
大
統
領
が
交
代
し
て
も
そ
の
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
ら
れ
る（

75
）。

ま
た
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
は
、
違

憲
審
査
権
を
持
ち
、
前
述
の
よ
う
に
社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
判
決
を
下
す
こ
と
も
あ
る
た
め
、
そ
の
指
名
お
よ
び
上
院
の
承
認
は
注

目
さ
れ
る（

76
）。

実
際
に
、
上
院
の
承
認
に
お
い
て
、
指
名
さ
れ
た
裁
判
官
に
対
す
る
審
議
は
、「
経
歴
、
思
想
、
信
条
、
過
去
の
言
動
」
に
ま

で
及
ん
で
い
る（

77
）。

さ
ら
に
、
近
年
で
は
、
主
要
な
判
決
が
僅
差
で
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
指
名
候
補
者
の
法
的
な
思
考
・
思
想
、
憲
法

解
釈
の
ス
タ
ン
ス
な
ど
が
入
念
に
問
わ
れ
て
い
る（

78
）。

　

次
に
ド
イ
ツ
の
制
度
を
見
る
と
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
裁
判
官
は
任
命
に
際
し
て
、
同
裁
判
所
裁
判
官
に
な
る
意
思
を
示
す
と
と
も
に
、
裁

判
官
法
に
よ
る
裁
判
官
就
任
の
資
格
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
三
条（

79
））。

連
邦
憲
法
裁
判
所
裁
判
官
は
全
一
六
名
で
あ

り
、
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
参
議
院
に
よ
っ
て
半
数
ず
つ
選
出
さ
れ
る
（
同
法
二
条
、
五
条
）。
連
邦
議
会
は
一
二
名
の
選
挙
委
員
会
に
よ

っ
て
間
接
的
に
選
挙
し
、
連
邦
参
議
院
は
直
接
選
挙
す
る
（
同
法
五
条
、
六
条
）。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
三
分
の
二
の
多
数
の
支
持
を
得
た

者
が
当
選
す
る
（
同
法
六
条
五
項
、
七
条
）。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
院
裁
判
官
は
全
九
名
で
あ
り
、
大
統
領
、
国
民
議
会
議
長
お
よ
び
元
老
院
議
長
に
よ
り
三
名
ず
つ
任

命
さ
れ
、
任
期
は
九
年
で
あ
る
（
一
九
五
八
年
憲
法
五
六
条
一
項
）。
職
業
的
な
出
身
は
、
法
学
・
政
治
学
を
専
門
と
す
る
大
学
教
授
、
行

政
官
、
弁
護
士
が
多
く
、
そ
の
他
医
学
部
教
授
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
国
民
議
会
お
よ
び
元
老
院
の
議
員
ま

た
は
閣
僚
経
験
者
で
あ
る（

80
）。

任
命
に
際
し
て
、
党
派
的
、
思
想
的
一
致
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
と
同
様
で
あ
る（

81
）。

　
（
七
五
五
）
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従
っ
て
、
ミ
ヤ
ー
ル
議
員
お
よ
び
サ
ン
ド
リ
エ
議
員
は
憲
法
院
裁
判
官
が
必
ず
し
も
法
律
の
専
門
家
で
な
く
、
そ
の
任
命
に
つ
い
て
市
民

は
全
く
目
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
を
問
題
視
し
て
い
る
と
い
え
る
。

三　

審
査
対
象
お
よ
び
手
続
に
関
わ
る
問
題

（
一
）
審
査
対
象
を
現
行
憲
法
以
後
の
法
律
に
制
限
す
る
問
題

　

⑴
国
民
議
会
第
一
読
会
に
お
い
て
、
民
主
共
和
左
翼
会
派
の
ド
ゥ
・
ル
ジ
（F. de R

ugy

）
議
員
は
、
政
府
提
出
憲
法
的
法
律
案
二
六
条

が
事
後
審
査
の
対
象
を
一
九
五
八
年
憲
法
以
後
の
法
律
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
た（

82
）。

同
議
員
は
、
一
九
七
四
年
の
憲
法
改
正
に

よ
っ
て
六
〇
名
の
国
民
議
会
議
員
お
よ
び
六
〇
名
の
元
老
院
議
員
が
憲
法
院
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
野
党
に
よ

っ
て
ほ
と
ん
ど
の
法
律
が
憲
法
院
に
提
訴
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
審
査
対
象
を
一
九
五
八
年
憲
法
以
後
に
審
署
さ
れ
た
法
律
に
限

定
し
た
の
で
は
、
本
条
に
よ
っ
て
事
後
審
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
一
九
七
四
年
以
後
に
憲
法
院
に
付
託
さ
れ
な
か
っ
た
数
少
な
い
法
律
お

よ
び
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
七
四
年
に
可
決
・
審
署
さ
れ
た
数
少
な
い
法
律
し
か
な
い
と
い
う
。
ド
ゥ
・
ル
ジ
議
員
は
、
憲
法
院
へ
の
事
後

審
査
の
意
義
は
、
多
種
多
様
の
法
律
の
憲
法
適
合
性
を
綿
密
に
調
べ
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
、
事
後
審
査
の
対
象
を
限
定
し
た
箇
所
を
破
棄

す
る
よ
う
に
主
張
す
る
。

　

⑵
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ワ
ル
ス
マ
ン
委
員
長
は
、
第
八
九
修
正
案（

83
）を

提
出
し
た（

84
）。

す
な
わ
ち
、
法
律
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
聴
聞

の
結
果
か
ら
、
一
九
五
八
年
以
後
に
審
署
さ
れ
た
法
律
の
規
定
に
対
す
る
合
憲
性
審
査
の
先
決
問
題
の
領
域
を
限
定
す
る
こ
と
を
当
然
と
は

評
価
し
な
い
と
し
て
、
全
て
の
法
律
に
対
す
る
新
た
な
手
続
を
適
用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

⑶
こ
れ
に
対
し
て
、
ダ
テ
ィ
（R

. D
ati

）
司
法
大
臣
は
、「
政
府
は
、
法
的
安
定
性
に
配
慮
し
、
ま
た
社
会
集
団
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
と
考
え
た
た
め
に
一
九
五
八
年
憲
法
以
前
の
法
律
を
全
て
再
び
問
題
に
し
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
た
。
し

　
（
七
五
六
）
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か
し
、
議
会
自
身
が
こ
れ
ら
の
諸
法
律
が
憲
法
院
の
審
査
に
付
託
さ
れ
う
る
こ
と
を
望
む
の
な
ら
ば
、
政
府
は
全
く
反
対
す
る
理
由
が
な

い
。」
と
し
て
、
審
査
対
象
を
一
九
五
八
年
以
後
に
審
署
さ
れ
た
法
律
に
限
定
し
て
い
る
箇
所
を
削
除
す
る
修
正
案
を
受
け
入
れ
た（

85
）。

　

⑷
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ダ
テ
ィ
大
臣
は
全
法
律
の
審
査
を
議
会
自
身
が
望
む
の
な
ら
ば
問
題
は
な
い
と
答
え
て
い
る
が
、「
法
律
は
一
般

意
思
の
表
明
」
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
ル
ソ
ー
的
な
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
議
会
自
身
が
自
ら
の
権
限
で
作
っ
た
法
律
に
つ
い
て
、「
一
般

意
思
の
表
明
」
を
受
け
て
い
な
い
憲
法
院
が
審
査
し
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
の
は
、議
会
の
権
限
が
失
墜
し
て
い
る
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
。

確
か
に
、
第
三
、
第
四
共
和
制
と
は
異
な
り
、
第
五
共
和
制
の
下
で
は
、
議
会
と
異
な
る
機
関
が
法
律
の
合
憲
性
審
査
の
権
限
を
手
に
し
た

こ
と
で
、
法
律
の
無
謬
性
は
消
失
し
て
い
る
。
し
か
し
、
法
律
は
主
権
者
の
意
思
を
反
映
し
て
い
る
規
範
で
あ
る
点
に
違
い
は
な
い（

86
）。

　

従
っ
て
、
ダ
テ
ィ
大
臣
も
、
こ
の
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
「
憲
法
院
が
法
律
の
権
威
を
弱
め
る
こ
と
な
く
、
法
律
の
合
憲
性
に
つ
い
て
判
決

を
下
し
、
反
対
に
法
律
の
権
威
を
強
化
す
る
」
こ
と
に
賛
同
す
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
ア
ル
ザ
ス
・
モ
ー
ゼ
ル
地
方
法
の
問
題

　

⑴
前
述
の
「
審
査
対
象
を
現
行
憲
法
以
後
の
法
律
に
制
限
す
る
問
題
」
に
関
連
し
て
、国
民
議
会
第
二
読
会
で
は
、バ
・
ラ
ン
（B

as-R
hin

）、

オ
ー
・
ラ
ン
（H

aut-R
hin

）
お
よ
び
モ
ー
ゼ
ル
（M

oselle
）
の
三
県
で
適
用
さ
れ
る
ア
ル
ザ
ス
・
モ
ー
ゼ
ル
地
方
法
（droit local 

A
lsacien-M

osellan

）
に
特
化
し
て
、
こ
の
特
別
法
が
合
憲
性
審
査
の
対
象
か
ら
取
り
除
か
れ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
た（

87
）。

ア
ル
ザ
ス

（A
lsace

）
地
域
圏
は
オ
ー
・
ラ
ン
お
よ
び
バ
・
ラ
ン
の
二
県
か
ら
成
り
、
モ
ー
ゼ
ル
は
ロ
レ
ー
ヌ
（L

orraine

）
地
域
圏
の
う
ち
の
一
県

で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
ア
ル
ザ
ス
・
モ
ー
ゼ
ル
地
方
法
の
状
況
を
紹
介
す
る
。
一
九
五
八
年
憲
法
一
条
で
「
フ
ラ
ン
ス
は
、
不
可
分
の
、
非
宗
教
的
、

民
主
的
か
つ
社
会
的
な
共
和
国
で
あ
る
」
と
基
本
理
念
を
唱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
理
念
が
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
行
き
渡
っ
て
い
る
の
で

　
（
七
五
七
）
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は
な
く
、
そ
の
例
外
と
し
て
ア
ル
ザ
ス
・
モ
ー
ゼ
ル
地
方
法
が
存
在
す
る
の
で
あ
る（

88
）。

　

周
知
の
通
り
、
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
は
、
長
年
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
が
覇
権
を
争
っ
た
地
域
で
あ
る
。
一
六
四
八
年
、
三
〇
年
戦

争
終
結
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
っ
て
、
ア
ル
ザ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
の
領
土
と
な
る
。
し
か
し
、
当
時
の
国
王
ル
イ
一
四
世
は
、「
地

方
の
自
由
（liberté local

）」
の
政
策
に
基
づ
き
、ア
ル
ザ
ス
の
統
治
を
住
民
に
任
せ
て
い
た
。
そ
の
後
、普
仏
戦
争
で
フ
ラ
ン
ス
は
敗
北
し
、

一
八
七
一
年
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
講
和
条
約
に
よ
り
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
は
ド
イ
ツ
に
併
合
さ
れ
る
。 

ビ
ス
マ
ル
ク
を
宰
相
に
置

く
当
時
の
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
も
、
こ
の
地
域
に
「
地
方
の
自
由
」
を
認
め
た
。
多
く
の
領
域
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
法
が
制
定
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
時
、
以
前
の
内
容
を
維
持
し
た
ま
ま
ド
イ
ツ
帝
国
法
に
導
入
さ
れ
た
。
連
邦
制
を
採
用
す
る
ド
イ
ツ
帝
国
で
は
、
一
九
一
一

年
に
こ
の
地
域
独
自
の
憲
法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
は
自
治
権
を
享
受
し
た
。
さ
ら
に
続
い
て
、
第
一
次
世

界
大
戦
で
の
フ
ラ
ン
ス
の
勝
利
に
よ
り
、
一
九
一
九
年
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
で
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
は
フ
ラ
ン
ス
に
返
還
さ
れ
る
。

そ
の
時
も
フ
ラ
ン
ス
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
ア
ル
ザ
ス
の
独
自
性
を
認
め
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ

地
方
法
が
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る（

89
）。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
か
ら
、
ア
ル
ザ
ス
・
モ
ー
ゼ
ル
地
方
法
は
、
四
期
に
わ
た
っ
て
特
例
が
あ
る（

90
）。

第
一
は
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
併
合
に
よ
っ

て
も
効
力
を
維
持
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
起
源
の
諸
規
定
、
例
え
ば
教
皇
ピ
オ
七
世
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
と
の
間
で
結
ば
れ
た
一
八
〇
一
年
宗
教

協
約
（C

oncordat de 1801

）
で
あ
る
。
第
二
は
、
ド
イ
ツ
に
併
合
さ
れ
た
時
の
ド
イ
ツ
起
源
の
諸
規
定
、
例
え
ば
一
九
〇
〇
年
七
月
二

六
日
法
の
職
業
地
方
法
典
（C

ode local des P
rofessions

）
で
あ
る
。
第
三
は
、
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
独
自
の
立
法
を
起
源
と
す

る
諸
規
定
、
例
え
ば
一
八
八
一
年
二
月
七
日
法
の
狩
猟
に
関
す
る
地
方
制
度
（régim

e local de la chasse

）、
一
九
〇
八
年
五
月
三
〇
日

法
の
住
宅
扶
助
に
関
す
る
社
会
扶
助
地
方
制
度
（régim

e local de l ’aide sociale
）
で
あ
る
。
第
四
は
、
一
九
一
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の

返
還
後
の
諸
規
定
、
例
え
ば
バ
・
ラ
ン
、
オ
ー
・
ラ
ン
お
よ
び
モ
ー
ゼ
ル
県
に
お
け
る
特
別
規
定
保
障
法
典
（C

ode des assurances des 

　
（
七
五
八
）
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dispositions particulières aux départem
ents du B

as-R
hin, H

aut-R
hin et M

oselle

）
に
挿
入
さ
れ
た
一
九
九
一
年
五
月
六
日
法
で

あ
る
。

　

以
上
の
四
期
の
特
例
の
中
に
は
、
主
に
次
の
側
面
に
つ
い
て
、
こ
の
地
域
の
特
殊
性
が
存
在
す
る（

91
）。

宗
教
制
度
（régim

e des cultes

）、

職
人
制
度
（régim

e de l ’artisanat

）、
労
働
に
関
す
る
地
方
法
（droit local du travail

）、
社
会
法
（législation sociale

）、
狩
猟

（chasse

）、
結
社
（associations

）、
土
地
公
示
（publicité foncière

）、
司
法
（justice

）、
市
町
村
に
関
す
る
法
（droit com

m
unal

）

で
あ
る
。

　

こ
の
中
か
ら
具
体
例
を
挙
げ
る
と
、宗
教
制
度
に
関
し
て
、一
九
〇
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、諸
教
会
と
国
家
の
分
離
に
関
す
る
法
律
（loi 

sur séparation des églises et de l ’E
tat

）
に
よ
っ
て
、
先
述
の
一
八
〇
一
年
宗
教
協
約
な
ど
を
廃
止
し
、
そ
の
後
、
政
教
分
離
を
意
味

す
る
ラ
イ
シ
テ
（laïcité

）
の
原
則
が
国
内
で
浸
透
す
る
こ
と
に
な
る（

92
）。

し
か
し
、
そ
の
当
時
、
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
は
ド
イ
ツ
に

併
合
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
影
響
を
受
け
ず
、
従
っ
て
今
日
で
も
当
該
地
域
で
は
、
例
え
ば
、
司
祭
が
国
に
よ
っ
て
報
酬
を
受
け
、
ま
た

公
立
小
学
校
で
は
宗
教
教
育
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る（

93
）。

　

⑵
国
民
議
会
第
二
読
会
に
お
い
て
、
国
民
運
動
連
合
会
派
の
ブ
レ
ッ
シ
グ
（É

. B
lessig

）
議
員
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
ル
ザ
ス
・
モ
ー
ゼ

ル
地
方
法
は
日
常
生
活
の
数
多
く
の
領
域
を
保
護
し
て
い
る
特
別
法
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
長
年
、
政
府
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
て
き
て
い
る
の

で
、
再
び
当
該
法
律
の
正
当
性
を
確
認
す
る
よ
う
求
め
て
い
る（

94
）。

　

⑶
ま
た
、
国
民
運
動
連
合
会
派
の
ウ
ベ
ル
シ
ュ
ラ
グ
（J. U

eberschlag

）
議
員
ら
は
、
こ
れ
ら
の
特
例
を
重
視
す
る
た
め
、
憲
法
院
に

よ
っ
て
合
憲
性
を
審
査
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
事
後
審
査
の
対
象
を
一
九
五
八
年
以
後
の
法
律
と
限
定
し
て
い
た
政
府
提
出
法
律
案
に
戻
す
よ

う
、
修
正
案
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
同
議
員
は
、
確
か
に
、
ア
ル
ザ
ス
・
モ
ー
ゼ
ル
地
方
法
は
、
特
に
憲
法
一
条
に
違
反
す
る
が
、
同
法

は
、
宗
教
法
、
商
法
、
結
社
法
な
ど
い
く
つ
か
の
特
別
規
定
を
含
み
、
そ
の
三
県
は
、
そ
の
地
方
独
自
の
制
度
を
ま
さ
に
維
持
し
て
い
る
点

　
（
七
五
九
）
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を
強
調
す
る（

95
）。

　

そ
の
他
に
、
ウ
ベ
ル
シ
ュ
ラ
グ
議
員
ら
は
、
ア
ル
ザ
ス
・
モ
ー
ゼ
ル
地
方
法
の
諸
規
定
は
憲
法
院
に
訴
え
ら
れ
る
余
地
が
な
い
こ
と
を
憲

法
に
織
り
込
む
修
正
案
も
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、こ
の
規
定
を
ア
ル
ザ
ス
地
方
の
人
々
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
と
考
え
て
い
る
か
、

大
事
に
保
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
過
去
の
国
家
元
首
が
述
べ
た
セ
リ
フ
を
引
用
し
て
い
る
。「
ナ
ポ
レ

オ
ン
軍
で
兵
役
に
就
い
た
ア
ル
ザ
ス
地
方
の
人
々
に
対
し
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
よ
う
に
。『
彼
ら
に

は
彼
ら
の
言
葉
を
話
さ
せ
、
彼
ら
が
フ
ラ
ン
ス
人
と
渡
り
合
え
る
よ
う
に
さ
せ
よ
う
』。
そ
の
前
に
は
、
ル
イ
一
四
世
は
参
事
官
に
対
し
て

次
の
よ
う
に
通
達
し
た
。『
ア
ル
ザ
ス
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
は
な
ら
な
い
』。
も
は
や
王
政
の
時
代
で
は
な
い
が
、
指
導
者
た
ち
の
鋭
い

洞
察
力
は
こ
の
土
地
の
特
殊
性
に
対
し
て
敏
感
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る（

96
）。」

　

⑷
こ
れ
に
対
し
て
、
ダ
テ
ィ
大
臣
は
、
政
府
は
ア
ル
ザ
ス
・
モ
ー
ゼ
ル
地
方
法
に
つ
い
て
そ
の
住
民
の
正
当
な
愛
着
を
理
解
し
て
い
る
と

述
べ
る
。
ま
た
、
地
方
の
特
殊
性
の
尊
重
は
、
こ
の
地
域
に
フ
ラ
ン
ス
の
主
権
が
回
復
し
た
時
、
一
九
一
八
年
の
国
の
最
高
決
定
機
関
に
よ

っ
て
政
治
的
・
道
徳
的
な
約
束
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
一
九
四
六
年
と
一
九
五
八
年
に
は
、
憲
法
制
定
会
議
は
ア
ル
ザ
ス
・
モ
ー
ゼ
ル
地

方
法
の
復
活
を
選
び
、
こ
の
よ
う
に
ア
ル
ザ
ス
・
モ
ー
ゼ
ル
地
方
法
は
、
徐
々
に
我
々
の
共
和
国
の
伝
統
に
組
み
込
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る

か
ら
、
本
法
律
と
憲
法
ブ
ロ
ッ
ク
（bloc de constitutionnalité

）
と
の
対
決
を
心
配
す
る
必
要
は
全
く
な
い
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
ダ
テ
ィ
大
臣
は
、
ア
ル
ザ
ス
・
モ
ー
ゼ
ル
地
方
法
が
既
に
裁
判
官
の
審
査
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
は
、
常
に
地
方
法
を
共
和
国
の
諸
法
律
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
諸
原
理
に
適
合
す
る
と
判
断
し
て
お
り
、
例
え
ば
二
〇
〇
一
年
四
月
六

日
判
決（

97
）で

は
ア
ル
ザ
ス
・
モ
ー
ゼ
ル
の
宗
教
制
度
が
、
ま
た
一
九
八
八
年
一
月
二
二
日
の
シ
ゴ
ー
ニ
ュ
会
（A

ssociation L
es C

igognes

）

判
決（

98
）で

は
結
社
に
関
す
る
地
方
法
が
審
査
対
象
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
訴
え
を
退
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ダ
テ
ィ
大
臣
は
、
憲
法
院
が
一
九
八
五
年
一
月
二
五
日
判
決
以
来
、
一
九
五
八
年
憲
法
以
前
の
法
律
で
あ
っ
て
も
法
改
正
の
際
に

　
（
七
六
〇
）
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憲
法
院
に
提
訴
さ
れ
れ
ば
適
合
性
を
審
査
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
つ
い
最
近
の
ア
ル
ザ
ス
・
モ
ー
ゼ
ル
労
働
法
を
修
正
す

る
労
働
法
典
に
関
す
る
二
〇
〇
八
年
一
月
二
一
日
法
の
審
査
の
際
に
も（

99
）、

ア
ル
ザ
ス
・
モ
ー
ゼ
ル
地
方
法
の
規
定
は
、
憲
法
に
反
す
る
と
は

決
し
て
判
断
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
ダ
テ
ィ
大
臣
が
、
こ
の
地
方
法
を
聖
域
化
し
て
、
そ
れ
を
憲
法
上
に
明
言
す
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
進
展
を
よ
り
困
難
に
す
る

危
険
が
あ
る
と
述
べ
て
説
得
し
た
結
果
、
修
正
案
は
取
り
下
げ
ら
れ
た（

100
）。

（
三
）
憲
法
院
が
事
前
に
審
査
し
た
法
律
に
対
す
る
再
審
査
を
除
外
す
る
問
題

　

⑴
元
老
院
第
一
読
会
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
主
・
社
会
連
合
会
派
（R

D
SE

 : groupe rassem
blem

ent dém
ocratique et social 

européen

）
シ
ャ
ラ
ス
（M

. C
harasse

）
議
員
ら
は
、
次
の
よ
う
な
修
正
案
を
提
出
し
た（

101
）。

　
「
こ
の
条
文
（
筆
者
注
・
国
民
議
会
第
一
読
会
修
正
案
第
二
六
条
）
で
憲
法
第
六
一
条
の
一
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
条
文
の
第
一
項
『
法

律
の
規
定
』
の
語
の
後
に
、『
以
前
憲
法
院
に
委
ね
ら
れ
た
条
文
の
中
に
存
在
し
な
い
（
法
律
の
規
定
）』
と
い
う
語
を
付
け
加
え
る
。」

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
シ
ャ
ラ
ス
議
員
は
、
こ
の
修
正
案
が
実
践
的
で
論
理
的
に
す
ぐ
れ
た
意
味
を
持
つ
と
述
べ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
憲

法
院
が
既
に
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
判
断
を
下
し
て
い
た
場
合
、
憲
法
院
は
、
同
じ
問
題
に
つ
い
て
再
び
付
託
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
憲

法
院
に
繰
り
返
し
判
断
す
る
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
。
こ
の
修
正
案
の
目
的
は
、
以
前
に
判
断
を
下
さ
れ
た
り
、
検
討

さ
れ
た
り
し
た
条
文
に
つ
い
て
憲
法
院
に
付
託
す
る
可
能
性
を
取
り
除
く
こ
と
で
あ
る
と
締
め
く
く
る
。

　

⑵
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ェ
ス
ト
委
員
長
が
、
憲
法
よ
り
も
組
織
法
律
の
中
で
右
の
内
容
を
明
記
す
る
方
が
適
し
て
い
る
と
述
べ
た
結
果
、

本
修
正
案
は
取
り
下
げ
ら
れ
た（

102
）。

　
（
七
六
一
）
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（
四
）
先
決
問
題
の
審
査
期
間
の
問
題

　

⑴
国
民
議
会
第
一
読
会
で
、
ワ
ル
ス
マ
ン
委
員
長
は
、
審
査
対
象
を
一
九
五
八
年
憲
法
以
後
の
立
法
規
定
に
限
る
と
い
う
制
限
の
削
除
と

同
時
に
、
次
の
よ
う
な
審
査
期
間
に
関
す
る
文
言
の
挿
入
も
合
わ
せ
た
先
述
の
第
八
九
修
正
案
を
提
出
し
て
い
る（

103
）。

憲
法
六
一
条
の
一
第
一

項
で
は
「
憲
法
院
は
、
定
め
ら
れ
た
期
日
内
に
決
定
を
下
す
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
の
移
送
に
よ
り
こ
の
問
題
の
付
託
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
、
同
条
第
二
項
で
は
「
組
織
法
律
は
そ
の
要
件
を
定
め
、
本
条
の
適
用
に
つ
い
て
規
定
す
る
。」
と
定
め
た
。

　

ワ
ル
ス
マ
ン
委
員
長
は
、
与
え
ら
れ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
の
役
割
を
務
め
る
た
め
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
に
特
別
に
必
要
な

時
間
を
考
え
る
と
、
こ
の
手
続
が
裁
判
を
遅
ら
せ
る
た
め
の
時
間
稼
ぎ
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る
危
険
に
つ
い
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
述
べ
る
。
従
っ
て
、
同
修
正
案
は
、
組
織
法
律
で
は
こ
の
二
つ
の
裁
判
所
が
判
断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
日
が
定
め
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
と
述
べ
る
。

　

⑵
こ
れ
に
つ
い
て
、
ダ
テ
ィ
大
臣
も
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
お
よ
び
破
毀
院
が
合
理
的
な
期
間
内
に
判
断
す
る
こ
と
は
、
手
続
を
引
き
延

ば
さ
な
い
た
め
に
も
、
付
託
の
透
明
性
の
た
め
に
も
、
確
か
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
組
織
法
律
で
は
三
ヶ
月
の
期
間
が
定
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
し
た（

104
）。

（
五
）
先
決
問
題
を
扱
う
裁
判
所
の
範
囲
の
問
題

　

⑴
元
老
院
第
一
読
会
で
、
社
会
党
会
派
の
デ
ス
サ
ー
ル
ド
（J. D

esessard

）
議
員
ら
は
、
次
の
よ
う
な
修
正
案
を
提
出
し
た（

105
）。

　
「
こ
の
条
文
（
筆
者
注
・
国
民
議
会
第
一
読
会
修
正
案
第
二
六
条
）
で
憲
法
第
六
一
条
の
一
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
条
文
の
第
一
項
『
お

よ
び
破
毀
院
の
』
と
い
う
語
を
、『
破
毀
院
お
よ
び
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
全
て
の
裁
判
所
の
』
と
い
う
語
に
置
き
換
え
る
。」

　

デ
ス
サ
ー
ル
ド
議
員
は
、
そ
の
目
的
に
つ
い
て
、
こ
の
修
正
案
は
、
破
毀
院
に
も
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
も
属
さ
な
い
全
て
の
裁
判
所
に

　
（
七
六
二
）
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対
し
て
違
憲
の
抗
弁
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。

　

同
議
員
は
、
送
付
さ
れ
た
国
民
議
会
第
一
読
会
修
正
案
で
個
人
の
関
わ
る
全
て
の
訴
訟
の
形
式
を
補
う
と
考
え
て
い
る
の
か
と
疑
問
を
呈

し
た
上
で
、
こ
の
厳
格
な
適
用
で
は
、
こ
の
条
文
は
司
法
系
統
、
行
政
系
統
に
属
す
る
裁
判
所
し
か
関
わ
ら
な
い
と
述
べ
、
ど
ち
ら
の
裁
判

所
に
も
属
さ
な
い
裁
判
所
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

そ
の
例
と
し
て
、
特
別
裁
判
所
と
み
な
さ
れ
て
い
る
庇
護
権
国
内
裁
判
所
（C

N
D

A
 : cour nationale du droit d ’asile

）
を
挙
げ
る
。

移
民
、
統
合
、
庇
護
の
規
制
に
関
す
る
二
〇
〇
七
年
一
一
月
二
〇
日
法
律
第
二
九
条
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
の
裁
判
所
は
、
独
立
裁
判
所
と

し
て
明
確
に
認
め
ら
れ
て
い
る（

106
）。

　

さ
ら
に
、
デ
ス
サ
ー
ル
ド
議
員
は
、
ソ
ヴ
ェ
（J.-M

. Sauvé

）
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
副
長
官
が
、
二
〇
〇
八
年
一
月
一
四
日
に
次
の
よ

う
な
見
解
を
表
明
を
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。「（
筆
者
注
・
庇
護
権
国
内
裁
判
所
は
）
確
か
に
『
特
別
法
廷
（C

om
m

ission

）』
と
い
う
語

が
示
唆
す
る
よ
う
に
、裁
判
所
で
あ
り
、行
政
で
は
な
い
。
終
審
裁
判
所
で
あ
る
。
そ
れ
故
、裁
判
所
（C

our

）
で
あ
り
、国
内
裁
判
所
（C

our 

nationale

）
で
あ
る
。
庇
護
権
国
内
裁
判
所
は
庇
護
権
の
守
護
者
で
あ
る（

107
）。」

　

デ
ス
サ
ー
ル
ド
議
員
は
、
ソ
ヴ
ェ
副
長
官
に
よ
る
庇
護
権
国
内
裁
判
所
は
「
終
審
裁
判
所
」
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
、
同
裁
判
所
に
対
す

る
訴
訟
手
続
が
破
毀
院
に
も
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
も
属
さ
な
い
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
同
議
員
は
、
庇
護
権
の
原

告
も
違
憲
性
の
先
決
問
題
を
平
等
に
表
明
で
き
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

　

⑵
そ
れ
に
対
し
て
、
ダ
テ
ィ
大
臣
は
、
デ
ス
サ
ー
ル
ド
議
員
の
修
正
案
は
、
破
毀
院
に
も
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
も
属
さ
な
い
裁
判
所
に

憲
法
院
へ
の
付
託
の
可
能
性
を
広
げ
る
提
案
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
権
限
裁
判
所
（tribunal des conflits

）
は
司
法
裁
判
機
関
と
行
政
裁
判

機
関
の
管
轄
配
分
に
関
し
て
決
定
す
る
の
で
あ
り
、
法
律
が
憲
法
に
保
障
さ
れ
る
権
利
お
よ
び
自
由
に
反
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
問
題

は
、
決
し
て
権
限
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、
庇
護
権
国
内
裁
判
所
お
よ
び
会
計
院
（cour des com

ptes

）
は
、
破
毀

　
（
七
六
三
）
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院
ま
た
は
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
審
査
に
属
す
る
た
め
に
、
問
題
は
な
い
と
結
論
づ
け
た（
108
）。

 

（
六
）
総
括

　

⑴
（
一
）
と
（
二
）
の
問
題
は
、
と
も
に
憲
法
院
の
審
査
す
る
対
象
を
制
限
す
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
ま
さ
に
一
九

九
〇
年
の
憲
法
院
改
革
に
お
け
る
憲
法
的
法
律
案
の
審
議
で
最
も
重
要
視
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
国
民
議
会
と
元
老
院
の
意
見
が
一
致
せ
ず
、

同
案
は
廃
案
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

109
）。

　

一
九
九
〇
年
の
際
に
は
、
国
民
議
会
修
正
案
は
審
査
対
象
の
制
限
を
な
く
し
、
全
て
の
法
律
は
憲
法
院
に
付
託
さ
れ
う
る
と
規
定
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
元
老
院
は
、
一
九
七
四
年
憲
法
改
正
に
よ
り
六
〇
名
の
国
民
議
会
議
員
も
し
く
は
六
〇
名
の
元
老
院
議
員
も
憲
法
院
に
提

訴
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
着
目
し
、
合
憲
性
審
査
の
対
象
を
「
一
九
七
四
年
一
一
月
一
日
以
前
に
制
定
さ
れ
、
か
つ
そ
の
日
以
降
に

修
正
さ
れ
な
か
っ
た
法
律
」
に
制
限
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
老
院
は
、
一
九
七
四
年
以
降
に
は
、
基
本
的
諸
権
利
が
侵
害
さ
れ
る

恐
れ
の
あ
る
法
律
に
つ
い
て
議
員
は
憲
法
院
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
九
七
四
年
以
降
に
制
定
さ
れ
た

法
律
お
よ
び
修
正
さ
れ
た
法
律
は
数
多
く
存
在
し
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
審
査
の
対
象
と
す
る
の
で
は
、
法
的
安
定
性
を
損
な
う
と
考
え
た
の

で
あ
る（

110
）。

　

二
〇
〇
八
年
の
議
会
審
議
の
争
点
は
、
一
九
九
〇
年
の
時
と
は
異
な
り
、
政
府
提
出
法
律
案
の
段
階
で
、
一
九
五
八
年
憲
法
制
定
後
の
法

律
に
限
っ
て
合
憲
性
審
査
の
対
象
と
な
る
と
規
定
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
民
議
会
第
一
読
会
で
、
全
て
の
法
律
が
審
査
対
象
と
な
る
と

規
定
さ
れ
、
元
老
院
第
一
読
会
で
も
同
規
定
は
承
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
審
議
が
進
み
、
国
民
議
会
第
二
読
会
に
入
っ
て
、
再
び
こ
の
審
査
対

象
の
問
題
が
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。

　

憲
法
一
条
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
「
不
可
分
性
」
お
よ
び
「
非
宗
教
性
」
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ル
ザ
ス
・
モ

　
（
七
六
四
）
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ー
ゼ
ル
地
方
法
の
よ
う
に
当
該
地
域
の
特
殊
性
か
ら
、
憲
法
一
条
に
違
反
す
る
と
考
え
ら
れ
る
法
律
が
存
在
し
て
い
る
。
同
法
を
擁
護
す
る

議
員
ら
は
、
一
九
五
八
年
以
前
の
法
律
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
長
い
年
月
を
経
て
、
人
々
の
間
に
浸
透
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
廃
止
さ

れ
る
の
は
避
け
た
い
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
両
院
合
同
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
全
て
の
法
律
が
憲
法
院
の
審
査
対
象
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
憲
法
と
矛
盾
す
る
と
考
え

ら
れ
、
憲
法
院
に
付
託
さ
れ
う
る
法
律
の
数
が
増
え
た
こ
と
で
、
憲
法
院
が
そ
れ
だ
け
の
数
の
法
律
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
、

そ
の
整
合
性
も
問
題
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
事
前
審
査
の
み
を
行
っ
て
い
た
憲
法
院
が
、
従
来
の
事
前
審
査
と
合
わ
せ
て
、
事
後

審
査
も
行
い
、
こ
れ
ら
双
方
の
事
件
処
理
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

　

⑵
（
三
）
か
ら
（
五
）
の
問
題
は
、
主
に
組
織
法
律
の
制
定
の
際
に
取
り
上
げ
ら
れ
う
る
審
査
手
続
上
の
問
題
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
に

は
、
憲
法
的
法
律
と
合
わ
せ
て
組
織
法
律
も
提
案
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
年
の
議
会
審
議
で
主
張
さ
れ
て
い
た
内
容
は
、
一
九
九
〇
年

の
組
織
法
律
案
で
全
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
①
憲
法
院
が
既
に
審
査
し
た
法
律
は
事
後
審
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
、
②
先

決
問
題
の
期
間
は
予
め
三
ヶ
月
と
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
③
先
決
問
題
を
扱
う
裁
判
所
は
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
系
統
お
よ
び
破
毀
院
系
統
に
属

す
る
全
て
の
裁
判
所
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
昨
年
（
二
〇
〇
九
年
）
に
憲
法
六
一
条
の
一
の
適
用
に
関
す
る
組
織
法
律
案
が
審
議
・
可
決
さ
れ
た
後
、
同
年
一

二
月
三
日
に
憲
法
院
の
審
査
に
よ
り
合
憲
と
判
断
さ
れ（

111
）、

同
月
一
〇
日
に
成
立
し
た（

112
）。

同
法
律
で
は
、
①
、
②
の
内
容
に
つ
い
て
は
一
九
九

〇
年
の
組
織
法
律
と
同
様
の
内
容
が
規
定
さ
れ
、
③
に
関
し
て
は
、
権
利
や
自
由
を
侵
害
す
る
法
律
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
系
統
お
よ
び

破
毀
院
系
統
の
裁
判
所
に
お
い
て
明
示
さ
れ
う
る
が
、
控
訴
審
で
初
め
て
提
訴
が
認
め
ら
れ
る
と
規
定
さ
れ
た
。
そ
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
（
七
六
五
）
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び

　

一
九
五
八
年
憲
法
の
制
定
者
は
、
そ
の
憲
法
諮
問
委
員
会
（com

ité consultatif constitutionnel

）
に
お
い
て
、
次
の
点
に
つ
い
て
却

下
す
る
よ
う
述
べ
て
い
た（

113
）。

ま
ず
、
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
と
一
九
四
六
年
憲
法
前
文
を
合
憲
性
審
査
の
準
拠
規
範
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
議
会
の
少
数
派
が
憲
法
院
に
提
訴
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
重
要
な
点
と
し
て
、
破
毀
院
ま
た
は
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
憲

法
院
へ
合
憲
性
の
問
題
を
移
送
で
き
る
こ
と
を
提
案
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
、
一
九
七
一
年
結
社
の
自
由
判
決（

114
）に

お
い
て
、
ま
ず
一
九
五
八
年
憲
法
前
文
か
ら
導
か
れ
る
一
九
四
六
年
憲
法
前
文

に
お
け
る
「
共
和
国
の
諸
法
律
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
基
本
的
原
理
」
が
合
憲
性
審
査
の
準
拠
規
範
と
な
り
、
そ
の
後
一
七
八
九
年
人
権
宣

言
も
加
え
ら
れ
、
憲
法
的
価
値
を
持
つ
憲
法
ブ
ロ
ッ
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た（

115
）。

続
い
て
、
一
九
七
四
年
に
は
議
会
の
少
数
派
が
憲
法
院
に

提
訴
で
き
る
よ
う
、
六
〇
名
の
国
民
議
会
議
員
お
よ
び
六
〇
名
の
元
老
院
議
員
に
提
訴
権
が
拡
大
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
今
回
、
市
民
へ
の
提

訴
権
拡
大
が
実
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、
破
毀
院
ま
た
は
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
憲
法
院
に
対
し
て
法
律
の
合
憲
性
審
査
の
問
題
を
移
送
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
一
九
五
八
年
憲
法
制
定
時
の
立
法
者
の
意
図
と
は
全
く
異
な
る
、
逆
に
そ
の
意
思
に
反
す
る
結
果
が
こ
の
一

九
五
八
年
憲
法
下
の
憲
法
改
正
で
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
論
じ
て
き
た
と
お
り
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
は
、
他
国
と
の
比
較
、
特
に
欧
州
統
合
が
積
極
化
す
る
中

で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
影
響
、
さ
ら
に
違
憲
審
査
制
の
歴
史
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
の
影
響
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
一
九
五
八
年
憲
法
下
で
、
法
律
の
合
憲
性
審
査
に
よ
っ
て
憲
法
院
の
人
権
保
障
機
能
が
確
立
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
議
会
の
可
決

す
る
法
律
に
は
数
々
の
違
憲
性
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
結
果
、
法
律
に
対
す
る
審
査
を
確
実
に
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
の
見
解
が
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
通
常
法
律
が
審
査
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
違
憲
性
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

　
（
七
六
六
）



フ
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憲
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憲
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二
三
九

同
志
社
法
学　

六
二
巻
三
号

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
市
民
が
国
の
最
高
法
規
で
あ
る
憲
法
を
根
拠
に
憲
法
院
に
対
し
て
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
長
年
、
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
最
後
に
、昨
年
の
組
織
法
律
制
定
後
、憲
法
六
一
条
の
一
に
基
づ
く
市
民
の
提
訴
が
待
た
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、脱
稿
直
前
の
本
年
（
二

〇
一
〇
年
）
五
月
二
八
日
に
、
市
民
の
提
訴
に
よ
り
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
決
定
を
経
た
審
署
後
の
法
律
の
合
憲
性
の
問
題
に
つ
い
て
、
憲

法
院
が
初
め
て
判
断
し
、
違
憲
と
結
論
づ
け
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く（

116
）。

（
1
）　

朝
日
新
聞
二
〇
〇
九
年
八
月
三
一
日
朝
刊
、
毎
日
新
聞
二
〇
〇
九
年
八
月
三
一
日
朝
刊
、
同
紙
二
〇
〇
九
年
九
月
一
七
日
朝
刊
ほ
か
。

（
2
）　

二
〇
〇
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
以
下
参
照
。
辻
村
み
よ
子
「
フ
ラ
ン
ス
二
〇
〇
八
年
憲
法
改
正
の
意
義
と
展
望
―
現
代
立
憲
主
義
の
新
た
な

挑
戦
？
―
」
法
学
（
東
北
大
学
）
七
三
巻
六
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
二
九
頁
以
下
、
柳
田
陽
子
「
二
〇
〇
八
年
七
月
二
一
日
の
フ
ラ
ン
ス
憲
法
改
正
内
容
」
国
際
関

係
学
研
究
三
五
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
三
頁
以
下
、三
輪
和
宏
「
二
〇
〇
八
年
七
月
二
三
日
の
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
憲
法
改
正
」
外
国
の
立
法
二
四
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
）

一
三
九
頁
以
下
、
同
「
フ
ラ
ン
ス
の
統
治
機
構
改
革
―
二
〇
〇
八
年
七
月
二
三
日
の
共
和
国
憲
法
改
正
―
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
五
九
巻
五
号
（
二
〇
〇
九
年
）
五
九

頁
以
下
、
鈴
木
尊
紘
「【
フ
ラ
ン
ス
】
第
五
共
和
国
憲
法
の
改
正
」
外
国
の
立
法
二
三
七
│

一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
八
頁
以
下
、
藤
野
美
都
子
「
フ
ラ
ン
ス
民
主
主
義

の
勝
利
？
―
二
〇
〇
八
年
七
月
二
四
日
憲
法
的
法
律
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
六
五
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
〇
二
頁
、
南
野
森
「
フ
ラ
ン
ス
―
二
〇
〇
八
年
七
月
の
憲

法
改
正
に
つ
い
て
」
法
律
時
報
八
一
巻
四
号
（
二
〇
〇
九
年
）
九
二
頁
以
下
、
曽
我
部
真
裕
「
二
〇
〇
八
年
七
月
の
憲
法
改
正
」
日
仏
法
学
二
五
号
（
二
〇
〇
九
年
）

一
八
一
頁
以
下
、
同
「
フ
ラ
ン
ス
の
二
〇
〇
八
年
憲
法
改
正
の
経
緯
」
法
学
教
室
三
三
八
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
頁
以
下
。

（
3
）　

通
常
法
律
に
対
す
る
事
前
審
査
は
任
意
で
あ
る
（
憲
法
六
一
条
二
項
）
た
め
、
今
回
の
憲
法
改
正
で
は
、
こ
の
通
常
法
律
に
対
し
て
事
後
的
に
憲
法
院
が
審
査
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
第
五
共
和
制
憲
法
制
定
当
初
よ
り
、
組
織
法
律
お
よ
び
議
院
規
則
は
、
義
務
的
に
憲
法
院
に
よ
る
事
前
審
査
を
受
け
て

い
る
（
憲
法
六
一
条
一
項
）。

（
4
）　

今
回
の
憲
法
改
正
以
前
は
、
第
六
一
条
二
項
に
よ
り
、
大
統
領
、
首
相
、
国
民
議
会
議
長
、
元
老
院
議
長
、
お
よ
び
六
〇
名
の
国
民
議
会
議
員
お
よ
び
六
〇
名
の

元
老
院
議
員
の
み
が
、
通
常
法
律
の
合
憲
性
の
問
題
に
つ
い
て
憲
法
院
へ
提
訴
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

（
5
）　

拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
人
権
保
障
機
能
の
再
検
討
（
上
）
―
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
の
可
能
性
―
」
同
志
社
法
学
六
〇
巻
四
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
七
頁

以
下
。

　
（
七
六
七
）



フ
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憲
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憲
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設

 

二
四
〇

同
志
社
法
学　

六
二
巻
三
号

（
6
）　

拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
人
権
保
障
機
能
の
再
検
討
（
下
）
―
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
の
可
能
性
―
」
同
志
社
法
学
六
〇
巻
五
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
〇
五

頁
以
下
。

（
7
）　

辻
村
・
前
掲
注
（
2
）
八
八
三
〜
八
八
四
頁
、
三
輪
・
前
掲
注
（
2
）
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
六
〇
〜
六
二
頁
。

（
8
）　

三
輪
・
前
掲
注
（
2
）
外
国
の
立
法
一
三
九
頁
。

（
9
）　

D
iscours de M

. le P
résident de la R

épublique, 12 juillet 2007.

（
10
）　

バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
年
齢
は
当
時
の
も
の
）。

 
C

om
ité de réflexion et de proposition sur la m

odernisation et le rééquilibrage des institutions de la V
e R

épublique 

（dit C
om

ité B
alladur

）.

 

①　

バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
（E

. B
alladur

）
委
員
長
：
元
首
相
、
元
国
民
議
会
議
員
、
七
八
歳

 

②　

ラ
ン
グ
（J. L

ang
）
副
委
員
長
：
元
大
臣
、
国
民
議
会
議
員
、
元
パ
リ
第
一
〇
大
学
公
法
学
教
授
、
六
八
歳

 

③　

マ
ゾ
ー
（P. M

azeaud
）
副
委
員
長
：
元
憲
法
院
長
、
元
大
臣
、
元
国
民
議
会
議
員
、
七
八
歳

 

④　

ド
・
ベ
シ
ロ
ン
（D

. de B
échillon

）：
ポ
ー
お
よ
び
ア
ド
ー
地
方
大
学
公
法
学
教
授
、
四
六
歳

 

⑤　

ブ
ー
ラ
ン
ジ
ュ
（J.-L

. B
ourlanges

）：
欧
州
議
会
議
員
、
パ
リ
政
治
学
院
客
員
教
授
、
六
一
歳

 

⑥　

カ
ル
カ
ソ
ン
ヌ
（G

. C
arcassonne

）：
パ
リ
第
一
〇
大
学
公
法
学
教
授
、
五
六
歳

 

⑦　

カ
サ
ノ
バ
（J.-C

. C
asanova

）：
元
パ
リ
政
治
学
院
教
授
、
政
治
学
国
家
財
団
長
、
七
三
歳

 

⑧　

シ
ャ
ニ
ョ
ロ
ー
（D
. C

hagnollaud

）：
パ
リ
第
二
大
学
公
法
学
お
よ
び
政
治
学
教
授
、
五
一
歳

 

⑨　

デ
ュ
ア
メ
ル
（O

. D
uham

el

）：
パ
リ
政
治
学
院
公
法
学
教
授
、
元
欧
州
議
会
議
員
、
五
七
歳

 

⑩　

フ
ェ
リ
ー
（L

. F
erry

）：
元
大
臣
、
哲
学
お
よ
び
政
治
学
教
授
資
格
者
、
経
済
社
会
評
議
会
員
、
五
六
歳

 

⑪　

ル
ヴ
ァ
ド
（A

. L
evade

）：
パ
リ
第
一
二
大
学
公
法
学
教
授
、
三
七
歳

 

⑫　

マ
テ
ィ
ウ
（B

. M
athieu

）：
パ
リ
第
一
大
学
公
法
学
教
授
、
フ
ラ
ン
ス
憲
法
学
会
長
、
五
一
歳

 

⑬　

シ
ュ
ラ
メ
ッ
ク
（O

. Schram
eck

）：
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
構
成
員
、
パ
リ
第
一
大
学
客
員
教
授
、
五
六
歳

（
11
）　

B
. M

athieu, D
u C

om
ité B

alladur au C
ongrès de V

ersailles : G
enèse et logiques d ’une réform

e, J
C

P
 G

, nº31

―35, 2008, p. 11.

（
12
）　

C
om

ité B
alladur, L

e rapport : U
ne V

e R
épublique plus dém

ocratique, 30 octobre 2007.

（
13
）　

第
五
共
和
制
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
一
九
五
八
年
以
降
、
当
該
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
ま
で
に
二
二
回
の
憲
法
改
正
が
行
わ
れ
た
。
殊
に
、
こ

　
（
七
六
八
）
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二
四
一

同
志
社
法
学　

六
二
巻
三
号

こ
一
二
年
で
一
五
回
も
憲
法
が
改
正
さ
れ
て
い
る
。C

om
ité B

alladur, s
u

p
r
a

 n
o
te

（12

）.
（
14
）　

Ib
id

.
（
15
）　

た
だ
し
、
す
べ
て
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
賛
成
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
マ
ゾ
ー
元
憲
法
院
長
は
反
対
し
て
い
た
。J. G

icquel, L
’article 

26 
（D

u nouveau dans la C
onstitution? : C

om
m

entaire article par article du projet de loi constitutionnelle de m
odernisation des institutions de 

la V
e R

épublique

）, L
P

A
, 14 m

ai 2008, p. 77.

（
16
）　

C
om

ité B
alladur, s

u
p

r
a

 n
o
te 

（12

）.

（
17
）　

山
本
浩
三
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
法
律
の
審
査
」
磯
崎
辰
五
郎
先
生
喜
寿
記
念
『
現
代
に
お
け
る
「
法
の
支
配
」』（
法
律
文
化
社
、
一
九
七
九
年
）
一
四
四
頁
以
下
。

（
18
）　

D
. R

ousseau, L
a question préjudicielle de constitutionnalité : un big bang juridictionnel ?, R

D
P

, 2009, p. 633.

（
19
）　

横
尾
日
出
雄
「
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
に
お
け
る
政
府
の
対
議
会
責
任
制
と
二
〇
〇
八
年
七
月
二
三
日
憲
法
改
正
」C

H
U

K
YO

 L
A

W
YE

R

一
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
）

九
頁
。

（
20
）　

L
. F

avoreu
, Q

u
elle p

lace fait-elle au
 C

on
eil con

stitu
tion

n
el ?, h

ttp
://w

w
w

.con
seil-con

stitu
tion

n
el.fr/con

seil-con
stitu

tion
n

el/fran
cais/

d
ocu

m
en

tation
-p

u
b

lication
s/d

ossiers-th
em

atiq
u

es/2008-cin
q

u
an

ten
aire-la-con

stitu
tion

-en
-20-q

u
estion

s/la-con
stitu

tion
-en

-20-q
u

estion
s-

question-n-18.17365.htm
l

（
21
）　

D
. R

ousseau, s
u

p
r
a

 n
o
te 

（18

） p. 635, 636.

（
22
）　

D
. R

ousseau, s
u

p
r
a

 n
o
te 

（18

） p. 636.

（
23
）　

C
.C

., D
écision nº 71

―44 D
C

 du 16 juillet 1971, R
e
c
., p. 29, R

J
C

, p. I

―24.

（
24
）　

D
. R

ousseau, s
u

p
r
a

 n
o
te 

（18

） p. 636.

（
25
）　

C
om

ité B
alladur, s

u
p

r
a

 n
o
te 

（12

）.

（
26
）　

滝
沢
正
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
法
と
国
内
法
―
条
約
と
法
律
を
中
心
と
し
て
―
」
上
智
法
学
論
集
四
二
巻
一
号
（
一
九
九
八
年
）
五
四
頁
。

（
27
）　

C
.C

., D
écision nº74

―54 D
C

 du 15 janvier 1975, R
e
c
., p. 19, R

J
C

, p. I
―30.

（
28
）　

C
.C

ass. ch. m
ixte, 24 m

ai 1975, aff. sté. Jacques V
abre, bull. civ.; D

.1975.497.

（
29
）　

C
.E

. ass., 20 octbre 1989, N
icolo, D

.1990.135.

（
30
）　

C
.C

., s
u

p
r
a

 n
o
te

 

（27

）.

　
（
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）
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憲
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二
四
二

同
志
社
法
学　

六
二
巻
三
号

（
31
）　

C
.E

., 6 ss 22 septem
bre 1997, nº155883.

（
32
）　

こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
法
律
が
複
数
に
わ
た
っ
て
審
査
を
受
け
る
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
参
照
。
矢
口
俊
昭
「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
と
通
常
裁
判
所
」
芦
部
信
喜
先

生
古
稀
祝
賀
『
現
代
立
憲
主
義
の
展
開
（
下
）』（
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
）
二
七
九
頁
以
下
、
小
泉
洋
一
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
人
権
保
障
の
今
日
―
人
権
保
障
に

お
け
る
法
律
・
憲
法
・
条
約
―
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
四
四
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
八
六
〜
一
八
七
頁
。

（
33
）　

C
om

ité B
alladur, L

es 77 propositions, 30 octobre 2007.

（
34
）　

創
設
さ
れ
た
憲
法
六
一
条
の
一
に
関
し
て
は
、
今
関
教
授
が
同
条
お
よ
び
同
条
に
関
す
る
組
織
法
律
を
通
し
て
「
人
権
の
裁
判
的
保
障
シ
ス
テ
ム
の
変
動
」
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。
今
関
源
成
「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
へ
の
事
後
審
査
制
導
入
│
『
優
先
的
憲
法
問
題question prioritaire de constitutionnalité

』
│
」
早
稲

田
法
学
八
五
巻
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）
二
一
頁
以
下
。

（
35
）　

大
臣
会
議
は
大
統
領
が
招
集
す
る
。
閣
議
（conseil de cabinet

）
と
は
異
な
る
。
阿
部
照
哉
編
『
比
較
憲
法
入
門
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
）
二
五
四
頁
。

（
36
）　

P
rojet de loi constitutionnelle de m

odernisation des institutions de la V
e R

épublique, nº820, déposé le 23 avril 2008.

（
37
）　

A
ssem

blée nationale, R
apport nº892 déposé le 15 m

ai 2008

（m
is en ligne le 16 m

ai 2008 à 23 heures 45

） par M
. Jean-L

uc W
arsm

ann.

（
38
）　

A
ssem

blée nationale, Scrutin public, nº146 sur l ’ensem
ble du projet de loi constitutionnelle de m

odernisation des institutions de la V
e 

R
épublique, au cours de la 2

e séance du m
ardi 3 juin 2008.

（
39
）　

P
rojet de loi constitutionnelle, adopté par l ’A

ssem
blée nationale, de m

odernisation des institutions de la V
e R

épublique, nº365, déposé le 3 

juin 2008.

（
40
）　

Sénat, R
apport nº387 déposé le 11 juin 2008 par M

. Jean-Jacques H
yest.

（
41
）　

Sénat, C
om

pte rendu intégral, Séance du m
ardi 24 juin 2008, J

O
, 25 juin 2008, p.3413.

（
42
）　

P
rojet de loi constitutionnelle, m

odifié par le Senat, de m
odernisation des institutions de la V

e R
épublique, nº993, déposé le 25 juin 2008.

（
43
）　

A
ssem

blée nationale, R
apport nº1009 déposé le 2 juillet 2008

（m
is en ligne le 4 juillet 2008 à 21 heures 30

）　

par M
. Jean-L

uc W
arsm

ann.

（
44
）　

P
rojet de loi constitutionnelle, adopté par l ’A

ssem
blée nationale en deuxièm

e lecture, de m
odernisation des institutions de la V

e R
épublique, 

nº459, déposé le 10 juillet 2008.

（
45
）　

Sénat, R
apport nº463 déposé le 10 juillet 2008 par M

. Jean-Jacques H
yest.

（
46
）　

Sénat, C
om

pte rendu intégral, Séance du m
ercredi 16 juillet 2008, J

O
, 17 juillet 2008, p.4793.

　
（
七
七
〇
）



フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
事
後
審
査
に
関
す
る
憲
法
六
一
条
の
一
の
創
設

 

二
四
三

同
志
社
法
学　

六
二
巻
三
号

（
47
）　

誰
も
が
票
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
緊
迫
し
た
状
況
で
あ
っ
た
。
柳
田
・
前
掲
注
（
2
）
一
七
頁
。

（
48
）　

C
on

grès d
u

 P
arlem

en
t, S

cru
tin

 p
u

blic su
r l

’en
sem

ble d
u

 p
rojet d

e loi con
stitu

tion
n

elle d
e m

od
ern

isation
 d

es in
stitu

tion
s d

e la V
e 

R
épublique, au cours de la séance du 21 juillet 2008.

（
49
）　

P
rojet de loi constitutionnelle de m

odernisation des institutions de la V
e R

épublique, s
u

p
r
a

 n
o
te 

（36

）.

（
50
）　

P
rojet de loi constitutionnelle de m

odernisation institutions de la V
e R

épublique, adopté en prem
iére lecture par l ’A

ssem
blée nationale le 3 

juin 2008, Texte nº150.

（
51
）　

P
rojet de loi constitutionnelle de m

odernization des institutions de la V
e R

épublique, m
odifié en prem

iére
 lecture par le Sénat le 24 juin 

2008, Texte nº116.

（
52
）　

P
rojet de loi constitutionnelle de m

odernisation des institutions de la V
e R

épublique, adopté par le C
ongrès du P

arlem
ent le 21 juillet 2008, 

Texte nº14.

（
53
）　

A
ssem

blée nationale, s
u

p
r
a

 n
o
te 

（37

）.

（
54
）　

Ib
id

.

（
55
）　

C
.C

., D
écision nº 85

―187 D
C

 du 25 janvier 1985, R
e
c
.,p. 43, R

J
C

, p. I

―223.

（
56
）　

後
述
の
通
り
、
例
え
ば
、
議
会
審
議
で
の
発
言
者
で
あ
る
ミ
ヤ
ー
ル
議
員
は
国
民
運
動
連
合
会
派
で
あ
る
が
、
本
条
に
つ
い
て
は
反
対
し
て
お
り
、
両
院
合
同
会

議
の
採
決
で
も
国
民
運
動
連
合
会
派
の
中
で
は
少
数
の
反
対
票
を
投
じ
て
い
る
。

（
57
）　

A
ssem

blée nationale, C
om

pte rendu intégral , Séance du jeudi 29 m
ai 2008,  J

O
, 30 m

ai, 2008, pp. 2684

―2685.

（
58
）　

マ
ー
ベ
リ
ー
（W

. M
abury

）
は
、
連
邦
党
で
あ
る
ア
ダ
ム
ズ
（J. A

dam
s

）
大
統
領
に
よ
っ
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
の
治
安
判
事
と
し
て
任
命
さ
れ
た
う
ち
の

一
人
で
あ
っ
た
が
、
政
権
交
代
の
時
期
に
差
し
当
た
っ
て
い
た
た
め
、
当
時
国
務
長
官
で
あ
っ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
は
そ
の
最
終
的
な
辞
令
を
交
付
で
き
ず
、
そ
れ
は
次

期
政
権
に
持
ち
越
さ
れ
た
。
し
か
し
、
共
和
党
の
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
（T. Jefferson

）
が
第
三
代
大
統
領
に
就
く
と
、
後
任
の
マ
デ
ィ
ソ
ン
（J. M

adison

）
国
務
長
官

は
そ
の
辞
令
を
交
付
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
マ
ー
ベ
リ
ー
達
は
、
辞
令
の
交
付
を
強
制
す
る
職
務
執
行
令
状
（m

andam
us

）
の
発
給
を
連
邦
最
高
裁
判
所
に
求

め
た
事
件
で
あ
る
。
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
職
務
執
行
令
状
の
発
給
を
認
め
た
一
七
八
九
年
の
裁
判
所
法
一
三
条
は
違
憲
で
あ
り
、
同
条
を
根
拠
に
発
給
を
求
め
た

マ
ー
ベ
リ
ー
ら
の
請
求
を
斥
け
た
。M

abury v. M
adison, 5 U

.S. 

（1 C
ranch

） 137
（1803

）.

（
59
）　

公
立
学
校
の
人
種
別
学
制
度
に
つ
い
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
違
憲
と
判
断
し
た
。B

row
n v. B

oard of E
ducation, 347 U

.S. 483

（1954

）（B
row

nI

）.

　
（
七
七
一
）



フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
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審
査
に
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す
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憲
法
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創
設

 

二
四
四

同
志
社
法
学　

六
二
巻
三
号

（
60
）　

公
立
学
校
が
、
特
定
の
宗
派
に
属
さ
ず
、
た
だ
神
に
祈
る
こ
と
を
日
課
と
し
て
い
た
こ
と
に
関
し
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
明
ら
か
に
宗
教
的
な
行
為
で
あ
り
、
そ

れ
を
毎
日
強
制
す
る
こ
と
は
、
国
教
を
定
め
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
合
衆
国
憲
法
修
正
一
条
に
違
反
す
る
と
判
示
し
た
。E

ngel v. V
itale, 370 U

.S. 421

（1962

）.
（
61
）　

周
知
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
で
あ
る
。
当
時
の
共
和
党
大
統
領
ニ
ク
ソ
ン
（R

.M
. N

ixon

）
の
再
選
を
図
っ
て
、
支
持
党
員
が
民
主
党
本
部
に
盗
聴
器
を
仕
掛

け
よ
う
と
し
て
不
法
侵
入
で
逮
捕
さ
れ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
同
事
件
に
関
し
て
、
執
務
室
で
の
や
り
と
り
の
文
書
お
よ
び
録
音
テ
ー
プ
を
証
拠
と
し
て
提
出
す

る
よ
う
裁
判
所
か
ら
命
令
を
受
け
た
が
、
大
統
領
特
権
で
も
っ
て
、
同
証
拠
の
提
出
を
拒
否
し
た
。
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
大
統
領
特
権
を
認
め
つ
つ
も
、
す
べ
て

の
場
合
に
絶
対
的
に
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
判
示
し
、
提
出
命
令
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
判
決
の
結
果
、
大
統
領
は
辞
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ア
メ
リ

カ
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。U

nited v. N
ixon, 418 U

.S. 683

（1974

）.

（
62
）　

A
ssem

blée nationale, s
u

p
r
a

 n
o
te　

（57

）, p.2686.

（
63
）　

Ib
id

.

（
64
）　

奴
隷
で
あ
る
ド
レ
ッ
ド
・
ス
コ
ッ
ト
が
、
奴
隷
の
禁
止
さ
れ
て
い
る
自
由
州
に
行
っ
た
こ
と
で
奴
隷
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
し
て
、
ミ
ズ
ー
リ
協
定
を
根
拠
に
所
有

者
を
訴
え
た
事
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
ミ
ズ
ー
リ
協
定
に
よ
っ
て
奴
隷
所
有
者
が
奴
隷
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
合
衆
国
憲
法
修
正
五
条
の
デ
ュ
ー
・

プ
ロ
セ
ス
に
反
す
る
と
判
断
し
た
。D

red Scott v. Sandford, 60 U
.S. 

（19 H
ow

.

） 393 

（1857

）.

（
65
）　

畑
博
行
「M

abury v. M
adison 

違
憲
審
査
制
の
成
立
」
英
米
判
例
百
選
〔
第
三
版
〕（
一
九
九
六
年
）
五
頁
。

（
66
）　

芦
部
信
喜
（
高
橋
和
之
補
訂
）『
憲
法
〔
第
四
版
〕』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
一
三
〜
一
五
頁
。

（
67
）　

松
井
茂
記
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
入
門
〔
第
六
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
九
五
〜
九
九
頁
。

（
68
）　

Sénat, s
u

p
r
a

 n
o
te　
（41

）, p. 3356.

（
69
）　

拙
稿
・
前
掲
注
（
6
）
一
一
〇
〜
一
一
一
頁
。

（
70
）　

Sénat, s
u

p
r
a

 n
o
te　

（41

）, p. 3357.

（
71
）　

実
際
に
判
断
さ
れ
た
件
数
は
、
一
九
九
九
年
は
う
ち
二
三
件
で
あ
り
、
二
〇
〇
八
年
は
う
ち
三
四
件
で
あ
る
。C

our européenne des droits de l ’hom
m

e, 

http://w
w

w
.echr.coe.int/N

R
/rdonlyres/60E17F

B
A

-77C
D

-4204-875A
-E360625F731F

/0/StatistiquesP
arP

ays01012009.pdf, 

戸
波
江
二
ほ
か
編
『
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
権
裁
判
所
の
判
例
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
五
二
三
頁
。

（
72
）　

建
石
真
公
子
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
フ
ラ
ン
ス
」
戸
波
江
二
ほ
か
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
の
判
例
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三
八
頁
。

（
73
）　

A
ssem

blée nationale, s
u

p
r
a

 n
o
te　

（57

）, p.2686.

　
（
七
七
二
）



フ
ラ
ン
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憲
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憲
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二
四
五

同
志
社
法
学　

六
二
巻
三
号

（
74
）　

Ib
id

.
（
75
）　

こ
の
点
、
大
統
領
選
挙
が
近
づ
く
と
、
健
康
上
の
理
由
が
な
く
と
も
引
退
し
た
り
、
逆
に
高
齢
で
健
康
状
態
が
芳
し
く
な
く
て
も
引
退
せ
ず
に
留
ま
っ
た
り
し
て

い
る
の
は
、
政
権
交
代
の
影
響
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
（J. P. Stevens

）
連
邦
最
高
裁
判
所
裁
判
官
が
八
九
歳
の
高

齢
で
務
め
続
け
て
い
た
が
、民
主
党
の
オ
バ
マ
大
統
領
就
任
に
よ
っ
て
引
退
を
決
意
し
た
と
い
え
よ
う
。
毎
日
新
聞
二
〇
一
〇
年
五
月
三
日
朝
刊
、千
葉
勝
美
ほ
か
「
欧

米
諸
国
の
憲
法
裁
判
制
度
に
つ
い
て
―
米
国
、
西
ド
イ
ツ
及
び
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
憲
法
裁
判
制
度
の
機
能
と
歴
史
的
、
政
治
的
背
景
―
」
司
法
研
究
報
告
書
四

三
輯
一
号
（
一
九
八
九
年
）
九
六
〜
九
八
頁
。

（
76
）　

井
樋
三
枝
子
「
連
邦
最
高
裁
判
所
判
事
指
名
・
承
認
手
続
―
ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
連
邦
最
高
裁
判
事
指
名
・
承
認
を
め
ぐ
っ
て
―
」
外
国
の
立
法
二
四
三
号
（
二

〇
一
〇
年
）
一
四
八
頁
〜
一
五
四
頁
。

（
77
）　

千
葉
ほ
か
・
前
掲
注
（
75
）
九
八
頁
。

（
78
）　

井
樋
・
前
掲
注
（
76
）
一
五
三
頁
。

（
79
）　

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
に
つ
い
て
は
、
初
宿
正
典
・
須
賀
博
志
編
訳
『
原
典
対
訳
・
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（
80
）　

C
.C

., L
iste d

es m
em

bers d
u

 C
on

seil C
on

stitu
tion

n
el, h

ttp
://w

w
w

.con
seil-con

stitu
tion

n
el.fr/con

seil-con
stitu

tion
n

el/fran
cais/le-con

seil-

constitutionnel/le-conseil-aujourd-hui/les-m
em

bres-du-conseil/liste-des-m
em

bres/liste-des-m
em

bres-du-conseil-constitutionnel.319.htm
l, 

千
葉
ほ

か
・
前
掲
注
（
75
）
三
二
六
頁
。

（
81
）　

千
葉
ほ
か
・
前
掲
注
（
75
）
三
二
六
〜
三
二
九
頁
。

（
82
）　

A
ssem

blée nationale, s
u

p
r
a

 n
o
te　

（57

）, p.2685.

（
83
）　

第
八
九
修
正
案
に
お
け
る
六
一
条
の
一
第
一
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 

「
憲
法
第
六
一
条
の
後
に
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
た
第
六
一
条
の
一
が
挿
入
さ
れ
る
。

 

『
第
六
一
条
の
一　

裁
判
所
に
係
争
中
の
訴
訟
に
お
い
て
、
法
律
規
定
が
憲
法
の
保
障
す
る
権
利
お
よ
び
自
由
を
侵
害
し
て
い
る
と
主
張
さ
れ
た
場
合
に
は
、
憲

法
院
は
、
定
め
ら
れ
た
期
日
内
に
決
定
を
下
す
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
の
移
送
に
よ
り
こ
の
問
題
の
付
託
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。』」

 

当
該
修
正
箇
所
に
つ
い
て
の
概
要
説
明
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 

「
合
憲
性
の
先
決
問
題
の
仕
組
み
を
置
い
た
の
は
、
法
治
国
家
を
強
化
す
る
の
に
実
際
に
貢
献
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
た
め
で
あ
り
、
…
ま
た
、
こ
の
修
正
は
、

違
憲
の
問
題
を
訴
え
る
市
民
に
認
め
る
権
利
の
過
度
な
制
限
も
な
く
す
。」

　
（
七
七
三
）



フ
ラ
ン
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憲
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二
四
六

同
志
社
法
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六
二
巻
三
号

 
A

ssenblée nationale, A
m

endem
ents déposé sur le texte nº820.

（
84
）　

A
ssem

blée nationale, C
om

pte rendu intégral , 2
e séance du jeudi 29 m

ai 2008,  J
O

, 30 m
ai, 2008, p. 2691.

（
85
）　

Ib
id

.

（
86
）　

勝
山
教
子
「
フ
ラ
ン
ス
の
立
法
の
実
験
に
関
す
る
憲
法
上
の
諸
問
題
―
地
方
公
共
団
体
の
立
法
参
加
の
可
能
性
―
」
富
沢
克
・
力
久
昌
幸
編
著
『
グ
ロ
ー
バ
ル

時
代
の
法
と
政
治
―
世
界
・
国
家
・
地
方
―
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
）
一
三
六
頁
。

（
87
）　

A
ssem

blée nationale, C
om

pte rendu intégral , 2
e séance du m

ercredi 9 juillet 2008,  J
O

, 30 m
ai, 2008, pp. 4498

―4501.

（
88
）　

大
石
眞
「
フ
ラ
ン
ス
公
法
と
特
例
制
度
―
ア
ル
ザ
ス
＝
ロ
レ
ー
ヌ
に
お
け
る
結
社
・
宗
教
法
制
の
問
題
―
」
法
學
論
叢
一
三
八
巻
四
・
五
・
六
号
（
一
九
九
六
年
）

二
〇
五
〜
二
〇
六
頁
。

（
89
）　

Institut du droit local A
lsacien-M

osellan, http://w
w

w
.idl-am

.org/dl_som
m

aire.asp, P. E
ckly, L

e statut constitutionnel contem
porain du droit 

local d ’A
lsace-M

oselle, H
o
u

s
e
ir

ir
o
n

 (
N

iig
a

ta
 u

n
iv

e
r
s
ity

), nº31

―4, 1999, p. 171 et s., 

大
石
・
前
掲
注
（
88
）
二
一
一
〜
二
一
二
頁
、
ピ
エ
ー
ル
・
エ
ク

リ
（
大
津
浩
・
解
説
）「『
ア
ル
ザ
ス
の
地
方
法
』
に
つ
い
て
」
法
政
理
論
（
新
潟
大
学
）
三
一
巻
四
号
（
一
九
九
九
年
）
一
九
二
頁
以
下
。

（
90
）　

Institut du droit local A
lsacien-M

osellan, http://w
w

w
.idl-am

.org/bj_contenu.asp?D
ocum

entID
=1&

P
age=2#91.

（
91
）　

Ib
id

.

（
92
）　

大
石
・
前
掲
注
（
88
）
二
一
二
〜
二
一
五
頁
。

（
93
）　

Institut du droit local A
lsacien-M

osellan, s
u

p
r
a

 n
o
te

 
（90

）.

（
94
）　

A
ssem

blée nationale, s
u

p
r
a

 n
o
te　

（87

）, p. 4498.

（
95
）　

A
ssem

blée nationale, s
u

p
r
a

 n
o
te　

（87

）, p. 4499.

（
96
）　

Ib
id

.

（
97
）　

C
.E

. 8/3 ssr, 6 avril 2001, nº219379, 221699, 221700.

（
98
）　

C
.E

. ass, .22 janvier 1988, A
ssociation L

es C
igognes, nº80936.

（
99
）　

C
.C

., D
écision nº2007

―561 D
C

 du 17 janvier 2008, R
e
c
. p.54.

（
100
）　

A
ssem

blée nationale, s
u

p
r
a

 n
o
te　

（87

）, pp. 4499

―4501.

（
101
）　

Sénat, s
u

p
r
a

 n
o
te　

（41

）, p. 3354.

　
（
七
七
四
）



フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
事
後
審
査
に
関
す
る
憲
法
六
一
条
の
一
の
創
設

 

二
四
七

同
志
社
法
学　

六
二
巻
三
号

（
102
）　

Sénat, s
u

p
r
a

 n
o
te　

（41

）, p. 3355.
（
103
）　

A
ssem

blée nationale, s
u

p
r
a

 n
o
te　

（83

） ; A
ssem

blée nationale, s
u

p
r
a

 n
o
te　

（84

）, p. 2691.
（
104
）　

Ib
id

.

（
105
）　

Sénat, s
u

p
r
a

 n
o
te　

（41

）, p. 3354.

（
106
）　

移
民
、
統
合
、
庇
護
の
規
制
に
関
す
る
二
〇
〇
七
年
一
一
月
二
〇
日
法
律
に
つ
い
て
、
鈴
木
尊
紘
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
二
〇
〇
七
年
移
民
法
―
フ
ラ
ン
ス
語
習

得
義
務
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
ま
で
―
」
外
国
の
立
法
二
三
七
号
（
二
〇
〇
八
）
一
四
頁
以
下
参
照
。

（
107
）　

Ib
id

.

（
108
）　

Sénat, s
u

p
r
a

 n
o
te　

（41

）, p. 3356.

（
109
）　

拙
稿
・
前
掲
注
（
6
）
一
一
六
頁
以
下
。

（
110
）　

拙
稿
・
前
掲
注
（
6
）
一
二
三
頁
。

（
111
）　

C
.C

., D
écision nº 2009-595 D

C
 du 3 décem

bre 2009, J
O

, 11 décem
bre 2009, p. 21381.

（
112
）　

L
oi organique nº2009-1523 du 10 décem

bre 2009 relative à l'application de l'article 61-1 de la C
onstitution.

（
113
）　

D
. R

ousseau, s
u

p
r
a

 n
o
te

 

（18

）, p. 636.

（
114
）　

C
.C

., D
écision nº 71

―44 D
C

 du 16 juillet 1971, R
e
c
., p.29, R

J
C

, p. I

―24.

（
115
）　

拙
稿
・
前
掲
注
（
5
）
五
七
〜
六
二
頁
。

（
116
）　

フ
ラ
ン
ス
の
旧
植
民
地
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
出
身
の
元
兵
士
が
、
支
給
さ
れ
て
い
る
年
金
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
人
元
兵
士
の
年
金
額
に
比
べ
て
低
く
設
定
さ
れ
て
い
る

と
し
て
、
法
律
の
違
憲
性
を
訴
え
た
事
件
で
あ
る
。
憲
法
院
は
当
該
規
定
が
憲
法
上
の
平
等
規
定
に
反
す
る
と
判
断
し
た
。C

.C
., D

écision nº2010

―1 Q
P

C
 du 28 

m
ai 2010,  J

O
, 29 m

ai 2010, p.9728.

〔
後
記
〕　

本
稿
脱
稿
後
、
辻
村
み
よ
子
『
フ
ラ
ン
ス
憲
法
と
現
代
立
憲
主
義
の
挑
戦
』（
有
信
堂
高
文
社
、
二
〇
一
〇
年
）
に
接
し
た
。

　
（
七
七
五
）
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